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第一章　アルデーリアの金獅子












「我が名はアルデーリアのレオーネ！　命が惜しくば退くがいい！」

　悲鳴や爆音が耳をつんざく中、それに負けぬ大声を馬上で張り上げる。たちまち敵は浮き足立って、統制が乱れた。それを攪乱するように、混乱する戦場をわたしは颯爽と走り抜ける。

　わたしはレオーネ。

　精鋭の騎士団で知られる剣の王国アルデーリア、その第一王女でありながら、わたしがまとうのはドレスではなく、向かうのも華やかな社交の場ではない。

　わたしはいつも重く武骨な鎧に身を包み、血と汗と泥に塗れて戦場に立っている。

「『金獅子』レオ将軍だ！　首を落とせばこれ以上ない手柄となる。臆するな、迎え撃て！」

　敵の指揮官が声を張り上げ、わたしは腰の剣を鞘から引き抜いた。なかなか肝が据わった指揮官だ。乱れた足並みをどうにか揃えて、敵はお得意の魔法詠唱に入る。

　魔法王国ゼルジオス――今アルデーリアわたしが戦っているのは、その恐るべき魔法の力で他の国々を圧倒してきた大国だ。彼らが一度呪文を唱えれば、燃え盛る火炎や吹きすさぶ風が襲いかかってくる。

　ゼルジオスの旗を、その黒い軍服を、呪文を詠む声を見聞きしては、生きて国に帰れない。軍人たちの間でまことしやかに語られる話だ。しかしそれを知りながら、わたしはなお馬を駆けさせる。そんなわたしを見て、やがて呪文を唱える声は悲鳴に変わった。

　どんなに強力な魔法でも発動しなければ無力だ。呪文を唱え終わる前に懐に飛び込めばいい。ゼルジオス軍の魔法は確かに脅威だが、彼らはそれに依存しすぎるきらいがあって近接戦にはめっぽう弱い。距離を詰められて散り散りに逃げていく兵の中、だが勇敢にもその場に留まり魔法を発動させた兵がいた。

　突如として荒野に巻き起こった火炎がチリチリと肌を焦がす。しかしそれでもわたしは怯まない。

「続け！」

　そう叫んで、ためらうことなく炎の中に突っ込む。こうなっては尻込みしていた方が余計に怪我をする。一刻も早く駆け抜けるべきだ、などと言うだけなら簡単だが、逆巻く火炎に飛び込む勇気、わたしにひけを取らぬほど勇敢な愛馬と、わたしの命令を絶対として火の中にも恐れず飛び込める部下、これらを得るのは容易いことではない。
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　これが、精鋭の騎士団で名を馳せ、剣の力のみで魔法大国ゼルジオスに抗う我がアルデーリアの力なのだ。

「退却！　退却ー!!」

　ほどなくして、敵は一斉に引き上げていった。

「やりましたね、レオ将軍！」

　敵の影がすっかり小さくなったのを見届けて、部下たちが勝どきを上げ、傍にいた者はわたしに労いの言葉をくれる。

「からかうな。……しかし、姫だの王女だのと呼ばれるよりはその方が性に合うな」

　そう返しながら、わたしは重い兜を外した。はらりと金の髪が溢れ出す。

　このところ、すっかり妙な二つ名が定着してしまった。炎に突っ込むわたしの姿と、この金髪になぞらえて、敵はわたしを『金獅子』と呼ぶ。亡き母上譲りの金髪だが、その母や兄弟たちの美しさに比べると、わたしのそれは色がくすんで見劣りする。ドレスを着て夜会にいればまず目に留まらないのに、それを取り上げてくれるとはありがたいことだ。

「しかし、手ごたえのない戦だったな」

「ベルトルド将軍がいなければこんなものでしょう」

「確かに、彼は手強いが……」

　ベルトルド将軍――彼が口にしたのは憎むべき敵将の名前ではあれど、つい笑みが零れてしまう。

　魔法国にありながら、ベルトルドの剣の腕は素晴らしい。魔法に溺れず体を鍛えぬいているのが鎧の上からでも一目でわかる。彼が率いる兵は、何が起ころうと足並みが乱れることはない。それには強い信頼関係を必要とする。彼がいれば絶対に大丈夫だと、そう信じるに足るものがあるのだろう。その気持ちは敵であるわたしにもわかる。

　女だてらに戦場に出ていると、相手になめられることが往々にしてある。しかし、わたしが女と知っても一切表情を変えずに全力でかかってきたのはベルトルド将軍ただ一人だった。まさに、獅子は兎を狩るにも全力を尽くすという逸話を思い出す戦いぶりだ。だから、彼がいれば今日のように楽ではなかったに違いない。

　だというのに彼と相対するのを楽しみにしている自分がいる。それこそ今日のように口上一つでうろたえ、圧倒されて退却してくれれば決着も早いのだが、それでは拍子抜けするにも程がある。

　いや……やはり、おかしい。ベルトルドほどではないにせよ、今日の指揮官もそこまで腰抜けには見えなかった。

「とにかく、勝ったのです。姫は拠点にお戻りになり、体をお休め下さい」

「そうだな……ではそうさせてもらおう」

「わかりました。あとのことはお任せを」

　拭えない違和感に腕を組んで考え込んでいたが、部下に促されてわたしは戦場を後にしたのだった。






「……今、なんと？」

　結局、あのまま敵軍は拠点を明け渡して撤退してしまったので、わたしは報告を兼ねて本国へと戻っていた。

　父上に謁見し、戦況を報告したその後のこと。

　自分の耳がおかしくなったのかと思い、わたしは思わずそう聞き返した。

「お前の縁談がまとまった」

　玉座に深々と腰かけた父上は、ひじ掛けについた手に頭を預け、眉間に皺を寄せて先ほど聞こえたことと変わらぬことを口にする。

「ご冗談を」

「冗談などではない」

　にべもなく即答され、考えを変える。おかしくなったのはわたしの耳ではなく、父上の頭らしい。

「お待ち下さい父上。ゼルジオスとの戦いが熾烈を極める今、結婚どころではありません」

「その戦いが終わるからだ、レオーネ。……ゼルジオス国王が死んだ」

「な……っ」

　何を言っているのかと問おうとしたが、言葉にならなかった。しかし衝撃を受ける一方で合点がいった。あの急な撤退は、おそらくその報せが届いたからだったのだ。

「国王だけではない。魔力の暴走により王都の一帯が吹き飛び、多くの犠牲者が出たそうだ。王太子だけは生き延びたようだが、わずか六歳。ゼルジオスはもう滅亡寸前だ」

「しかし……だからといって、なぜわたしの結婚の話になるのです」

　物心ついた頃にはすでに、華やかなドレスにも煌めく宝石にも興味はなかった。髪を結えばその場でほどき、ドレスの採寸中に針子の隙を見て逃走し、ダンスを踊れば相手の足を踏む。そんなわたしが今さらどこかの王子か貴族のもとに嫁いでいったい何ができるというのか。

　わたしは今年で二十四になる。王侯貴族の姫たるもの、十六、七にもなればどこかと縁を結ぶものだが、わたしはからっきしだった。鎧をまとい、剣を振り回し、戦場を駆けずり回る王女など、どこの王子様もご免被るというわけである。一向にまとまらない縁談に父上もとうに匙を投げたと思っていたし、わたし自身そういったことに興味はなく、この一生を剣に捧げると誓っていた。

　だから、結婚なんてまっぴらだ。抵抗を試みるべく、息を吸う。

「ゼルジオスが窮地とあらば、他の周辺諸国が黙ってはおりません。広大な領地、豊かな資源、それに魔法の力……どの国も喉から手が出るほど欲しいはず。放っておけば弱ったゼルジオスに四方八方から殺到するでしょう」

「それにお前も参加するとでも言うのか」

「違います。いくら憎き敵国なれど、戦う力を失ったところを叩くなど、誇り高きアルデーリアの騎士がすることではございません。また、略奪や蹂躙を見過ごすわけにも参りません」

「よく言った、レオーネよ」

　おもむろに、父上が玉座から立ち上がる。

「では……」

「だからこその縁談だ」

　てっきり考え直して下さったのかとほっとした矢先に話が元に戻ってしまい、緩みかけたわたしの表情は再び不可解なそれへと戻る。

「仰っていることの意味がよくわかりません」

「ベルトルド将軍を知っておるな」

「はい、それはもちろん」

　なぜここでその名が出るのかわからず、戸惑いながらも肯定する。

「昨夜、彼から書状が届いた」

「ということは、彼は無事だったのですね。しかしゼルジオスがそのような状況下で、いったいなんと？」

「先刻お前が口にしたように、今ゼルジオスに戦う力は残っていない。そんな中で他国の侵略から幼き王太子や残された民を守るため、ベルトルド将軍は我が国の後ろ盾を必要としている」

　不意にわたしの中に浮かんだある仮説を、父上の言葉がひとつひとつ肯定していく。直接的な言葉は聞いていないにしろ、おそらくその仮説は正しいのだろう。

　なぜ、ここでその名が出るのか。理由など一つしかない。

「それでは、わたしの縁談の相手というのは……」

「ゼルジオス王国のベルトルド将軍……いや、今は王太子を擁立し元帥となった」

　――めまいがしてきた。父上は、つい先日まで剣を交え、殺し合っていた相手と結婚しろというのか。

　沸騰しそうになる頭を手で押さえ、わたしは冷静になるよう努めた。だがちっともうまくいかない。そんなわたしにかまうことなく、父上はとうとうと話を進める。

「お前の役目は二つ。一つはベルトルドが謀反など起こさぬよう監視すること。もう一つは、ゼルジオスが復興した際その魔法の力を我がアルデーリアのために役立てること。そのための縁談だ」

「……もし、断ると申し上げたら？」

「ベアトリーチェかレティツィアが行くことになる」

　それは、双子の妹姫の名前だった。ぐっと奥歯を噛みしめる。当然の流れではあるが、この場合父上がその名を口にしたのは、そう言えばわたしが断れないことをわかっているからだ。

　二人はまだ十四歳。まだ婚姻を急ぐような歳ではないし、滅亡寸前の元敵国との縁談など、お世辞にも良縁とは言えない。魔力暴走とやらがどれほどの惨状なのか知らないが、贅を尽くして花嫁を迎える余裕などとてもないだろう。

　妹姫たちにはできれば愛する人と結ばれてほしいし、それが叶わずとも、せめて苦労など知らずに済む場所へと嫁いでほしい。ならば、わたしの取るべき道は一つだ。

　一度決めたならば迷わず突き進むのみ。それがわたしの剣の道。顔を上げ、まっすぐに父上を見つめて、わたしは口を開いた。

「その縁談、お受けします。父上」






　そうと決まればいろいろと準備がある。しかし急いで部屋に戻ると、王太子である一つ下の弟メルクリオと、二人の妹姫たちが待ち構えていた。わたしが何か言う前に、ベアトリーチェが真っ先にキンキン声で喚く。

「聞きましたわ！　ゼルジオスとの縁談ですって!?」

　わたしも今聞いたばかりだというのに、情報が早いことだ。おそらく父上はわたしが断らないと踏んで話を進めていたのだろう。最初から選択権などなかったというわけだ。

「どうかお断りになって下さいませ、お姉様。我が国とゼルジオスは長く敵対関係にあったのです。どんな仕打ちを受けるかわかったものではありません」

　しかめっ面でも愛らしい横顔。目を塗りつぶしてしまいそうな、豊かな黄金の髪。布をたっぷりと使った、鮮やかな薄桃色のドレスを身にまとい、白い羽のあしらわれた扇を口元に当てて、ベアトリーチェは憤慨した様子で叫び続ける。戦場の喧噪には慣れているわたしの耳も彼女の甲高い声はこたえるもので、耳を塞ぎたい衝動を堪えつつ、さてなんと言って落ち着かせるか考える。その間に、弟のメルクリオが先に声を上げていた。

「しかし姉上がお断りになれば、この話は君かレティツィアに行くことになるけれど」

　気負わせまいと思って、あえて黙っていたのに。弟は冷静でとても賢いけれど、ズバズバとものを言いすぎるのが玉に瑕だ。しかしそんなことで怯むベアトリーチェではなかった。

「もちろん、そんなのお断りですわ。ねぇ、レティツィア」

　内気で引っ込み思案の第三王女レティツィアは、黙ったままではいともいいえとも言わなかった。ベアトリーチェとレティツィアはわたしとメルクリオとは少し歳の離れた双子の姫で、今年で十四歳になる。勝ち気で社交的なベアトリーチェとは対照的にレティツィアはとても大人しいが、よく本を読んでいるからかメルクリオに負けず劣らず博識だし、双子だけあって美しい容姿も瓜二つだ。

　ちなみにメルクリオも男なのにまるで女性のように肌が白く、線も細い。みな母上によく似ている。わたしだけが父上似だ。

　水を向けられてもレティツィアは何も答えず、困ったように眉をひそめただけだったが、そんな彼女が敵国でうまくやっていけるとは誰も思わない。結局またメルクリオが声を上げる。

「この話を我が国が断れば、瞬く間に他国が攻め入り、何もかも奪っていってしまうだろう。もし他国がゼルジオスの魔法の力を得ようものなら、また長く苦しい戦が始まる」

「では、我が国が攻め入って手に入れてしまえばよいのですわ！」

　ベアトリーチェはわたしの身を案じてくれているのだ。それはわかるけれど、聞き流すこともできずにわたしは彼女の小さな両肩に手を置いた。

「口を慎みなさい、ベアトリーチェ。もはや戦う力のない国を侵略するなど恥ずべきこと。それも我が国に助けを求めてきたのです。敵国とはいえ、それを無下にするなど誇り高きアルデーリア王族のすることではありません」

　たしなめると、ベアトリーチェは大きな瞳に涙を浮かべ、俯いた。

「申し訳ありません、お姉様……」

「でも、わたしを心配してくれただけなのよね。いつものあなたがそんなことを言わないのはわかっているわ。厳しいことを言ってごめんなさい」

　つとめて明るい声で言うと、彼女はふるふると首を横に振った。ほれぼれするような眩い金髪がうねって目を奪う。

「ですが正直、私もベアトリーチェと同じ気持ちです、姉上。状況はどうあれ、滅亡寸前の元敵国に娘を輿入れさせるなど正気の沙汰とは思えません」

「メルクリオ」

「私も、お父さまはひどいと思います……」

「レティツィア……」

　ベアトリーチェはともかく、聡明なメルクリオや、優しくて人を悪く言ったことのないレティツィアまでもがこんなことを言うとは思わなかった。姉としては叱らなければいけないが、不覚にもじんわりと涙が浮かんでしまう。

「ありがとう、あなたたち。でも父上を悪く言ってはいけません。父上はわたしを信頼してくれているからこそ、この話をして下さったのです」

　自分に言い聞かせるように、わたしは毅然と言葉を発した。

「アルデーリアとゼルジオスの間に縁を結ぶことで、戦の禍根を断ち切り、ゼルジオスが再び牙を剥かぬよう監視する。大役です。それをわたしに与えて下さったこと、わたしは誇りに思っているし、父上に感謝しているわ」

　半分は強がりだ。話を聞いたときはわたしも父上を恨みそうになった。

　でも、これでいい。感謝していると言えた自分にほっとした。……これはわたしにしかできないことなのだ。

「式はいつなのですか？」

　おずおずと問うレティツィアに、わたしは暗い雰囲気にならないよう笑いかけた。

「式と呼べるようなものはおそらくないでしょう。元帥はおいそれと国を離れられないでしょうし、向こうではそのようなことにかまけている余裕はないはず。なにより、アルデーリアとゼルジオスは長く争い合っていた敵国同士。祝福されるような結婚ではありません。ただ両国が縁を結んだという事実があればよいのです」

「そんな……」

「わたしはその方が気楽よ。ドレスなんて着慣れてないもの」

「姉上のドレスは鎧ですからね」

　冗談めかして言うメルクリオに、ベアトリーチェが頬を膨らませて抗議する。

「ひどいですわ、お兄さま！」

　メルクリオはわたしに合わせて雰囲気を軽くしてくれようとしたのだろうけど、ベアトリーチェには逆効果だったようだ。一度は大人しくなった彼女が声を荒げてわたしとメルクリオの間に割って入る。

「それではお姉様の幸せはどうなるのですか！」

「ベアトリーチェ、王家に生まれた以上は国のために尽くすのが幸せなのです。あなたもよく覚えておきなさい」

「わかっています。わかっていますけれど……」

「メルクリオ。アルデーリアの未来を頼みましたよ」

「わかりました、姉上。どうかお任せを」

　姉として厳しいことしか言えないことには、歯がゆくもある。

　だけどせめてこの縁談をわたしが受けることで、少しでも彼に、彼女らに、一人の人間としても幸多き前途があるように。わたしがそう思っていることもきっと伝わっていると信じて、腰を上げた。

「さ、今日はもう遅いわ。わたしもいろいろ用意があります。みんなもおやすみなさい」

　わたしの言葉を受けて、メルクリオがベアトリーチェの肩を押して部屋を出ていく。

「どこにいても、あなたたちの幸せを祈っています」

　急に静かになった部屋で、自分の呟きはやけに大きく響いた。

　兄弟たちと話をして、自分が結婚するということがいよいよ現実味を帯びてきた。

「ベルトルド将軍か……」

　無意識にその名を呟いてしまい、慌てて口を噤む。

　戦を通じてしかわたしは彼を知らない。だけどそれだけでわかることもある。礼儀正しく、わたしを女だからと甘く見るようなこともなく、いつも全力でわたしの剣に応えてくれた人だ。

　きっと思うほど悪い縁談ではないのだと、今はそう前向きに信じるしかなかった。






　それから幾日も経たないうちに、慌ただしく輿入れの日を迎えた。といっても、わたしが予想した通り、盛大な宴もなければ見送りもない。わたしはただひっそりと、一人ゼルジオスへ向かうだけだ。せめて供をしたいという者はいたが、それはわたしが断った。向こうで苦労するのが目に見えているし、警護ならわたしには必要ない。

　ともあれ、支度を終えたわたしを見て、メルクリオが溜め息をつく。

「先日の件は、ほんの冗談のつもりでしたのに」

「あら、わたしは言い得て妙だと思ったのだけど」

「お相手がお逃げにならないとよいのですが」

　おどけた調子で言い合いながら、歩く度に身に着けた鎧がガシャガシャと音を立てる。

　今から輿入れする女性のいでたちではない自覚はある。しかし、これがわたしの花嫁衣装だ。念入りに磨きぬいた兜に鎧、籠手に脛当てまで装着し、腰には使い込んだ長剣を下げ、さながら出陣のように颯爽と回廊を歩く。

　さて、この恰好を父上はなんと言うだろうか。先に無理難題を言ったのは父上の方なのだから、これくらいの我が儘は許されてもいいと思うのだけれど。

　ああ言われたらこう言おう、などと対策を考えながら、兜を外し脇に抱えて謁見の間の扉を開ける。すると、そこには父上の前に跪く、見覚えのある男性の姿があった。

「ベルトルド将軍!?」

　思わず素っ頓狂な声が出た。

　ゼルジオス国王の崩御、幼すぎる王太子の即位、その後見人とアルデーリア王女の結婚は瞬く間に我が国や周辺諸国での噂となった。父上がそうなるよう手を回したのだろうが、この婚姻を喜ぶアルデーリアの民などいない。だからわたしはひっそりと一人で向かうはずだったのに。

「なんという恰好をしているのだ、レオーネ」

　いつもより眉間の皺を深くして、父上が呆れたような声を上げる。しかし当のベルトルドも礼装ではなかった。閲兵式で使うような豪華なサーコートやマントをまとってはいるが、よく見ればその下は野戦用の鎖帷子だ。戦場から直接来たかのような装いは、皮肉なことに今のわたしの恰好と釣り合っていた。

　どちらにせよ、彼はまったく表情を動かすことなく、わたしを見て立ち上がる。

「お迎えにあがりました。レオーネ姫」

「わざわざいらして下さったのですか？　針のむしろであったでしょうに」

　戦が終わったとはいえ、人の気持ちはそう簡単には切り替わらない。アルデーリアにとっては怨敵であるベルトルド将軍を歓迎する者など、この国にはいないだろう。

「長く争っていたにもかかわらず、救いの手を差し伸べて下さったアルデーリアの慈悲に縋るだけでは軍人の名折れ。謗そしりは甘んじて受ける所存でございます」

　生真面目な。合わせる剣から伝わってはいたけれど、それにしても度を越している。

　政略的な結婚である以上、当然我が国にも利はあるのだ。今は窮地とはいえ、その土地を、うまくいけば魔法という大いなる力を、事実上アルデーリアのものにできるのは大きい。それをわかっていての申し出だっただろうに。

「お噂通り誠実なお方だ」

　わたしの後ろにいたメルクリオが、感服したような声を上げる。

「これはメルクリオ殿下。ご慧眼と名高い殿下にそう仰って頂いたこと、このベルトルド生涯胸に刻みます」

　メルクリオの独白に近い呟きにも、ベルトルドは律儀に礼を尽くす。それから改めてわたしに視線を戻し、手を差し伸べた。

「この度の縁談をお受け頂いたこと、感謝いたします」

「いえ。この婚姻がゼルジオスとアルデーリアの深き溝を埋め、両国が手を取り合えることを願います。ベルトルド将……いえ、元帥」

　その手を取ると、籠手がガシャリと音を立てた。

「……このいでたちに何も言わぬのですね」

「失礼を。お美しくあられます」

　思わず手を引きそうになったが、固く握り締められた手がそれを拒む。

「驚いた。貴殿でもそのような冗談を言うのだな」

　驚きすぎて思わず戦場のような物言いになってしまった。

「冗談とは？」

　それこそ冗談のような話だが、彼はぴくりとも表情を動かさず、深く静かな藍色の瞳でわたしを見つめ返してきた。……調子が狂う。

「いえ、なんでもありません。では参りましょうか」

「ええ、姫」

　わたしの手を取ったまま、ベルトルドが歩き出す。

　見事なまでの無表情で、何を思っているのかさっぱりわからない。いくら国のため、そして形だけのものとはいえ、輿入れの日に鎧をまとっているような女をよく妻に選べるものだ。いや……アルデーリアの後ろ盾を得るためには致し方なかったのだろう。

　城を出ると何やら騒がしく、兵が慌てたように行き来している。どうやら門のところまで民が詰めかけているようだった。わかっていたことだけれど、どうやら祝福してくれる空気ではなさそうだ。

「……こうなるだろうと思っていました。こんな目立つ真似をせずとも、この縁談はすでに周辺諸国には知れ渡っているのに」

「そういう意図があったわけではない。さきほど述べた通りだ」

　小声でやりとりしているせいか、ベルトルドはさっきのように畏まった喋り方はしなかった。しかしその方がいくらか楽だ。

　わたしが姿を現すと、わっと民が声を張り上げる。

「姫様！」

「ゼルジオスなんかに行かないで！」

　そんな声があちこちから聞こえた。戦に出る王女が物珍しいのもあるだろうが、男ばかりの騎士団で唯一の女性であり、自分より体の大きな部下を率いて戦場を駆けるわたしは、とりわけ同じ女性から憧れられる。

「貴女はずいぶん民に慕われているのだな。姫を攫う魔王にでもなった気分だ。いや、アルデーリアの民にとってはまさしくそうなのであろう」

　飛び交う国民の声の中にはゼルジオスへの侮蔑も混じっていたが、ベルトルドは真顔のまま黙ってそれを聞いている。わたしは深呼吸を一つ挟むと、後ろにいた父上に視線を走らせた。

「派手にやってもよろしいですか？」

「好きにするがいい。どうせ止めても聞かんだろう？　輿入れ道具や持参金などは追って送らせる。お前の足にはついていけんだろうからな」

　諦めたように言う父上に、深々と頭を下げる。

「……今までもこれからも、お前には苦労をかける。父として王として、お前を誇りに思う、レオーネ」

「父上……よして下さい。戦姫の輿入れに涙など似合わないではありませんか」

　これまで父上に褒められたことなど一度もなかったのに。

　厳格な父上がこぼした言葉に、思わず鼻がツンとする。それが収まるのを待って顔を上げると、わたしは父上に背を向けた。それから門に向かって歩きながら、大声を張り上げる。

「わたしの馬を持て！」

　聞きつけた兵が慌てて厩舎に走る。ほどなくして連れてこられた愛馬にひらりと飛び乗ると、ベルトルドも自分の馬に跨った。馬上から集まった民を見回した。通りや家の窓や、屋根、とても馬の上からすべては見渡せないけれど、喧々たる戦場でもよく通る自慢の声を腹の底から響かせる。

「アルデーリアの民よ！　わたしは今日ゼルジオスへと嫁ぐ。今日を境にアルデーリアとゼルジオスは手を取り合うのだ！　悲しみや憎しみがすぐに消えはしないだろう。だがそれに囚われそうになったときは、どうか思い出してほしい。わたしはそれを拭い、消し去るためにゼルジオスに行くのだということを！」

　野次が止み、シンと場が静まり返る。

「行こう、ベルトルド元帥」

「将軍でかまわん。私も慣れんのだ」

　そんな他愛のない会話を交わしながら、わたしたちは馬の鼻づらを並べて大通りを行く。静まり返っていた沿道に、いつしか拍手が起き始める。それは決して大きなものではなく、歯を食いしばったまま俯く者も、ベルトルドを睨みつける者も少なくなかった。だけれども――

「来てくれて感謝する、ベルトルド将軍。黙って発つよりもよかった」

「……見事な口上だった」

　父上の前では堪えたというのに。目の奥が熱く、零れ落ちそうになるものを見られぬよう、わたしは脇に抱えていた兜を被った。

　こうして、わたしは生まれ育った愛しきアルデーリアを後にしたのである。

















第二章　新たな生活












　天候に恵まれたのは幸いだった。

　成り行きで二人旅になってしまったが、どういう顔をして何を話せばいいのか皆目見当もつかないのだ。軍人同士としてならまだ話せるのだが、もう互いにそういう立場ではない。

　いきなり妻として振る舞えないのは仕方ないとしても、せめてアルデーリア王女として接しようと思うのだが、それも彼が相手だと調子が狂う。だから、立ち往生を食らわずに済むのはありがたいし、この天気なら最速でゼルジオスまで着くだろう。

　とはいえ、どんなに順調にいっても、日没までに国境を越えられるかというところだ。だいぶ陽も傾き始め、風も冷たくなり始めている。そんな中、先を走っていたベルトルドが、速度を落とし始めた。ほどなくして真横に来た彼をちらりと見ると、黙ったまま北西を指さす。その先には崩れた砦の跡が見えた。

　わたしの目がそれを捉えたのを確認すると、彼は砦の方にやや方向を変え、また前へと出た。

　この辺りは戦場だったから、こうした砦跡がそこらじゅうにある。ほどなくして砦跡へとたどり着き、ベルトルドが馬を降りる。

「間もなく陽が落ちる。森も川も近いし、この辺で夜を明かそう。火を熾すから休んでいてくれ」

「わたしも手伝おう」

　そう申し出たのだが、彼は馬を繋ぐと返事もなく森の方へと向かっていってしまった。あまりにそっけない態度にますますどう接していいのかわからなくなり、その後を追うのを諦め改めて周囲を見渡す。

　少し前まで泥と血に塗れて戦っていた戦場も、今はただのだだっ広い荒野だ。わたしはずっと剣に生きてきたから、もうここで戦うこともないのかと思うと不思議な気分になる。戦うことしかできないわたしが戦場を離れて生きられるのか、その不安はずっとある。

　それでも、こうして戦場跡を眺めてこれまでのことを思い返していると、戦が終わるならそれが一番だと思えた。わたしの輿入れで両国の平和が保てるのなら、それで命を落とす者がいなくなるのならば誇らしいことだ。不安とも戸惑いとも一つずつ向き合っていけばいい。

　そう気持ちを新たにしているうちに、ベルトルドが木枝を抱えて戻ってくる。それを地面に下ろして自らも座り込むと、短刀を取り出し、拾ってきた木の枝を削り始めた。生枝は火つきが悪いから着火剤にするのだろうが、ふと気になって問いかけてみる。

「ゼルジオスの者は、火など魔法ですぐ熾せるのではないのか？」

「魔力暴走による王都崩壊以降、使える者が減った。私はもとより使えないので関係のない話だが」

「そうなのか。確かに貴殿が魔法を使うのを見たことはないが、使わないだけかと思っていた。ゼルジオス人なら誰でも使えるというものでもないのだな」

　ずっと気になっていたことの一つであったので興味を惹かれたのだが、それきりベルトルドが黙り込んでしまったので話を変える。

「すまない、立ち入った話だったか。貴殿といると、どうも戦場にいる気分になってしまって。いけませんね、改めます」

「私も同じだ。無理をしなくともよい」

「無理というわけでは。戦場では兵であろうと努めていましたが、城にいれば王女ですから」

「そうか。では私も態度を改めねばなるまいな」

「え？　いえ、わたしはアルデーリアの軍人でも王女でもなくなりますし、ゼルジオスで過ごすにあたって元帥にぞんざいな態度では反感を招くでしょうが、あなたはそのままでかまわないでしょう」

　居ずまいを正し始めたベルトルドを、やや戸惑いながら制止する。生真面目にも程がある。しかしまた彼が黙り込んでしまったので、当てつけがましかったかとふと不安になる。

「その、責めたわけでは。国を救うため敵国に頭を下げることも厭わなかったあなたの忠義、わたしは尊敬しています」

　本心からの言葉だったが、ベルトルドは何も答えなかった。彼が火打ち石を取り出すのを見て、わたしも馬を繋ぐと、火を大きくするための落ち葉を集めてくる。

　やがて無事に火を熾すことができると、いよいよ手持ち無沙汰になった。互いに向かい合って炙った干し肉をかじる間も終始無言。その空気に疲れてしまって申し出る。

「……ゼルジオスとアルデーリア間を往復して疲れているでしょう。火の番をしているので先に休んで下さい」

「いや、番は私がしよう」

「ですが……」

　どうにも気まずいし、やりづらい。

　こんな調子で、果たしてわたしたちは夫婦になどなれるのだろうか。いや、なれるも何も、対外的にはもうそうなってしまっているのだけれど。

　何か話をしようにも話題が何も浮かばない。わたしたちは、戦場でしか互いを知らない。ベルトルドが城でのわたしを知らないように、わたしも鎧を外した彼のことなど何も知らない。

「では交代にしましょう。お言葉に甘えて先に休みますので、起こして下さいね」

　返事はなかったが、わたしは少ない荷物から毛布を出すとそれを被って丸まった。

　しかし、一般的な女性はこういうときどう振る舞うものなのだろう。いやそもそも普通は供を何人もつけて、充分な備えをして、馬車に乗っていくのだろうし、こんな状況にはならないか。毛布一枚で地面に転がって寝るような女、引かれないだろうかと急に心配になったが、兵を率いて剣を振り回しているところを知られているんだから今さらだ。

　そう思うと少し気が楽なところもあり、そのままわたしは浅い眠りについた。






　翌朝早く、わたしたちは火の始末をして再びゼルジオスに向け馬を走らせた。

　夜中に目が醒めたので交代を申し出たが、結局彼が寝た気配はなかった。以来まったく言葉も交わしていない。ただ黙々と馬を走らせ、いつしか陽もだいぶ高いところまで登っていた。とうにゼルジオス領内に入っていると思うのだが街の影一つ見えず、草も生えない荒野が延々と続く。

　ゼルジオスは、豊かな自然に恵まれた国だと聞く。しかし今のところその面影は見えない。それを不審に感じ始めたところで、ベルトルドが速度を落とした。その先には崖が見えた。しかし彼は速度を落としつつも、まっすぐその崖に向かっていく。いや……崖じゃない。地面が陥没しているのだ。それも、尋常ではない範囲で。

　その淵で馬を止めたベルトルドが、馬上で振り返ってこちらを見る。

「ここがゼルジオス王都だ。いや……王都、だった」

「は……？」

　思わず、間の抜けた声が出た。

　ゼルジオスは魔力の暴走により壊滅したと、父上から聞いてはいたけれど。

「ゼルジオスの始祖は、荒れた土地を魔法で緑豊かな土地へと変え、人の住める場所にした。やがてその力は争いに用いられるようになり、侵略を繰り返し、いくつもの国々を征服した。しかし一向に決着のつかぬアルデーリアとの戦に業を煮やした陛下は、さらに強大な力を求めて始祖が禁じた外法……『禁呪』の研究を命じた。その結果がこれだ」

　彼の口から故郷の名が飛び出して、手綱を握る手に汗が滲む。

「……そうだったのですか。それでは、将軍はさぞわたしを憎んでいることでしょうね」

　地面から彼へと視線を移して、皮肉を込めて口にする。

　戦争だったのだ。アルデーリアとて黙って侵略されるわけにもいかないのだから、恨まれても逆恨みだし、自業自得と言える。

　それでも、王都崩壊のきっかけとなった怨敵と契らねばならなくなったベルトルドの心情を思えば、これ以上の屈辱はないだろう。

「それはお互い様だ」

　しかしベルトルドは短くそう答えただけだった。

　確かにわたしとて望まぬ縁談を強いられている。しかし、あまりにも多くを失い窮地に立たされる中、少なくとも表向きは負の感情に流されることなくわたしの事情までも慮ってくれる態度には、素直に敬うに値すべきものがあると感じた。この無残な王都跡を見せられては、わたしが彼の立場であったとき同様に立ち回れる自信などとてもない。

「ここまでの惨状とは思いませんでした。ゼルジオスが失ったものの大きさを考えると胸が痛みます。力になれることがあるならなんなりと言って下さい」

「レオーネ姫……」

　わたしを振り返るベルトルドの瞳には、わずかながら驚きと戸惑いの色があった。アルデーリアの人間に言われても白々しかったかもしれない。軽く咳払いをして、彼の横に馬をつける。

「それで、殿下は今どちらにいらっしゃるのですか？」

「……今は王の腹心だったセヴァル公の城を拠点に復興を進めていて、殿下もそちらに。もうあと少しだ」

「承知しました」

　ベルトルドが手綱を取り、落ちくぼんだ地面を迂回して走り出す。一度だけそちらに視線を向けて軽く黙祷してから、彼の後を追い、わたしも馬を走らせる。

　……まだ、背中が寒い。額にはじっとりと嫌な汗が滲んでいる。

　まるで巨人に抉り取られたかのような地面。瓦礫すら残さず、跡形もなく消えてしまった王都。直撃を免れた平地ですら、草も生えぬ荒れ地になっていた。

　本来、この力はアルデーリアに向けられていたものなのだと。そう考えるだけで体が震える。

　父上はベルトルドを監視し、いずれ魔法の力を我が国のためにと仰った。しかし、こんな恐ろしい力、果たして人が手にしていいものなのだろうか。

　そんな思案をしているうちに、やがて市街地に入った。家の中から、扉の陰から、人々がこちらを覗いている。

　きっと、ベルトルドがアルデーリアに来たときと同じことがわたしの身に起こるのだろう。そう覚悟したが、野次や石が飛んでくることはなかった。彼らからおぼろげに感じるのは、憎しみよりも不安の方が大きい気がした。

　やがて一軒の屋敷の前でベルトルドが馬を止めると、待ちかねていたかのように金髪の子どもが飛び出してくる。十かそこらの少年だ。彼は翠緑の瞳をいっぱいに見開いてまっすぐベルトルドに駆け寄っていった。

「ベルトルド！　よく戻った！」

　歳に似合わぬ、大人びた物言い。元帥であるベルトルドを呼び捨てるからには間違いない。きっと彼が、生き残ったと言われるゼルジオスの王太子だ。

「殿下、お部屋を出てはなりませんとあれほど……」

「お前の姿が見えたから出てきたんだ。それまでは言いつけを守った」

　立ち居振る舞いこそしっかりしているが、言っていることは幼子のそれという気もする。ベルトルドは溜め息を挟むと、わたしへと視線を戻した。

「レオーネ姫、こちらが我が主、ゼルジオス王太子クラウディオ殿下にございます」

　引き合わされて、わたしも馬を降りると彼の前に膝をついて拝謁の礼を取った。

「アルデーリアのレオーネです。以後お見知りおきを」

　簡単に挨拶しがてら、ちらりと表情を窺う。ぎり、と彼が奥歯を噛みしめたのがわかった。幼いにせよ、ゼルジオスの王族ならアルデーリアに憎悪を持っていて然るべきだ。それを自制できる歳にもない。

「殿下、ご挨拶を」

　恨み言の一つ二つは許容すべきと思っていたが、ベルトルドが促すと、クラウディオのまとう空気がスッと変わった。

「……レオーネ王女。元敵国にありながら、我が国のためにその身を捧げてくれたこと、ゼルジオスを代表して感謝申し上げる」

　やや棒読みではあったものの、表向きは一切の感情を消した顔でクラウディオが述べる。幼いながら立派なものだと感心する。少し、メルクリオの小さい頃と似ている。

「光栄にございます、殿下。今日よりゼルジオスの人間として、ベルトルド元帥と共に誠心誠意殿下にお仕えする所存です」

　そう言うと、彼は少し驚いたように目を見開いた。それから何も答えないまま項垂れる。そんなクラウディオとわたしの間に身を滑り込ませるようにして、ベルトルドはわたしに手を差し伸べた。

「疲れただろう。部屋に案内する」

「いえ、わたしは大丈夫です。それよりもこの城のもともとの持ち主……セヴァル公にご挨拶を」

「公爵は王都崩壊より心身を病み、隠居された。ここにはいない」

「ご家族は？　跡継ぎもおられないのですか？」

「……例の日に、王都にいらした」

　ベルトルドの答えは直接的なものではなかったにせよ、充分察することができた。例の日と声をひそめたのは、クラウディオの手前言葉を濁したのだろうが、禁呪で王都が滅んだその日のことだろう。

　つまりセヴァル公はその日、主君も跡継ぎも失ったことになる。なりふり構わずゼルジオスのために奔走しているベルトルドを思えば無責任にも思えるが、こんな状況では生きる望みを失ったとて無理のないことのようにも思える。しかし、他の生き残った諸侯もこの調子だとすれば、国内の混乱は免れない。

　部屋に案内するというベルトルドの横を歩きながら、そっとその横顔を窺ってみる。

　王都を失った混乱のまっただ中でアルデーリアまで往復したというのに疲れも見えず、またわたしに対して憎しみを向けるわけでもないが友好的なわけでもなく、その表情が大きく動くことはない。思えば戦場でもそうだった。

　だから、何を考えているのか推し量るのも難しい。

　ふと彼が足を止めてこちらを見下ろし、慌てて目を逸らす。じっと見ていたのに気づかれたのかと思ったが、単に部屋についただけのようで、すぐに彼は視線を扉に向けるとそれを押し開けた。

「大国の姫君に相応しいとは言えないが、これが今用意できる精一杯だ。すまないな」

　そうは言っても、自国の自分の部屋とそう変わらない。ベッドやテーブルセット、衣装棚など一通りは揃っており、ソファや絨毯は一見して上質なものだとわかる。

「その……将軍はどちらに？」

　戸惑いがちにベルトルドを見上げると、彼は少し呆けたような顔でわたしを見下ろした。だがすぐにわたしが言いたいことを察してくれたらしい。

「私は別の部屋を使う。ここは姫が一人で使ってくれてかまわない」

　返ってきた答えにほっとしつつ、咳払いをして顔を背け、上ずりそうな声を取り繕う。

「そうですか。ありがとうございます。情けない話ではありますが、実のところ突然の婚儀にまだ戸惑っておりまして……」

「無理もない」

　しばし沈黙が訪れる。やっぱり気まずい。

「……あの日、ゼルジオスは王都と共に軍や執政機関の大部分を失ってしまった。早急に国を守るための強力な後ろ盾が必要だった」

　今さら聞かずとも重々承知のそれを、突如として語り始めたベルトルドが何を言いたいのか。つまりは――

「必要だったのはわたしではなく、アルデーリアの名前だけということですね」

「そうだ」

　わかっていたことではあるが、こうも即答されると複雑な気分になる。

「当面式を挙げる余裕もない。披露目の席は設けねばと思ってはいるが」

「……この国にわたしを知らない者などいないでしょう。無用です」

「私の……この国の都合で貴女の人生を縛ってしまった。それ以上を貴女に求めるつもりはない。自由とは言い難いだろうが、なるべく不自由をかけぬと約束する」

「わたしとて父上の命でここにいるだけです。自由に生きられないことは王家に生まれた者の定め。あなたにそんなことをお気遣い頂く必要はありません」

「そうか……」

　珍しく、感情のないその顔に安堵に似たものがよぎる。

　彼自身も、決して望んだ縁談でないことははじめからわかっている。

　元敵同士、そのしこりが消えるのは容易でないことも、幸せな結婚生活などないということもわかっている。

　わかっているが、ようやく彼に表情のようなものが見えたのが、わたしとの関係が名ばかりであることをはっきりさせたときだというのは少し虚しい。

「では失礼する」

　一人取り残され、わたしはそれまで堪えていた溜め息を吐き出した。

　ベルトルドの前では弱さを見せないようにと気を張っていたものの、知らない土地で、知らぬ人――それもわたしに対して良い感情を持たない者ばかりの中で、わたしは新しい生活に馴染めるのだろうか。

　だけど……ベアトリーチェやレティツィアにこんな思いをさせずに済んでよかった。従者を持って、その者に同じ不安を味わわせることになるのなら、一人でよかった。

　孤独は辛い。だけど、救うのが自分一人でいいのは楽でもある。

　とりあえずは移動の疲れを癒やそうと、何も考えずにベッドに倒れこもうとしたときだった。ノックの音がして顔を上げる。

「お食事をお持ちしました。失礼してもよろしいですか？」

　外から聞こえたか細い声に、わたしは疲れや不安を表情から消し去ると、扉を開けた。はちみつ色の髪と、晴れた空の色の瞳をした、小柄で可愛らしい少女が震える手で料理の載った盆を持って立っている。重いのかと心配して支えると、彼女はびくっと体全体を震わせた。

　……重いのではなく、脅えているのだ。わたしに。

「食事をありがとう。あなたの名前は？」

　歳は、妹たちと同じくらいだろうか。内気そうなところがレティツィアを彷彿とさせる。

「カーラと……申します。ベルトルド様より、レオーネ様のお世話を言いつかりました」

　給仕服を着てはいるが、サイズが合っておらず、袖は二重に折り曲げている。この屋敷の使用人なのだろうけれど、働くには少し幼いような気もする。

「カーラ。もしかして、無理強いされていないですか？」

「い、いえ、違います。ベルトルド様は無理強いされるような方ではありません。だから、あたしは自分から……」

　そう声を上げてから、はっとしたようにカーラが自分の口を押さえる。

「すみません。余計なことを言いました。どうかお許し下さい」

　憶測でしかないが、カーラが口走ったことでだいたい事情は察した。

　わたしはこの国の民に歓迎されていない。それはそうだろう、ついこの間までは憎しみの対象であったのだろうから。それでもわたしに表立って敵意をぶつけてこないのは、ベルトルドに絶対の信を置いているからだ。彼の命令なら誰も断らなかったはず。だからこそベルトルドは誰も名乗りを上げないわたしの世話係を命じることができず、この娘は困るベルトルドを見過ごせなかった。

「カーラ、顔を上げてくれませんか」

　妹に話しかけるように、できるだけ優しく、わたしはここまで一度も目が合わない少女にそう語りかけた。なかなか彼女は顔を上げなかったが、辛抱強く待つと、ようやくおそるおそるこちらを見る。

「どのような理由にせよ、わたしをアルデーリアの人間と知っていて側仕えを申し出てくれたこと、感謝します。ありがとう」

　何を言われたのかわからない、といった様子で、カーラがぱちくりと空色の目を瞬かせる。

「それから、あなたが何を言おうが、わたしはそれを咎めることはしないと約束します。だからもっと気楽に接して下さい。もちろん今すぐにとは言いません。あなたの信頼が得られるよう、わたしも努力しますから」

　彼女はしばらく何も答えず、視線もすぐに宙を泳いでしまったが、ややあって小さく「はい」と答えた。承諾したというよりは、他にどう答えていいのかわからない、といった感じではあったが。

「あの、あたし、お茶をお持ちしますので……」

「ああ、引き留めてごめんなさい。ありがとう。お願いします」

　そう言うと、彼女は食事を置いて、逃げるように退室していった。やはり、長く敵対していた国の者と信頼関係を築くのは容易くはない。だけど、まだ初日だ。食事を与えられ、話ができただけでもよしとしなければ。

　食前の祈りと共に作ってくれた者への感謝を捧げ、わたしは食事に手をつけた。






　結局それからは、カーラがお茶を淹れて食器を取りに来ただけで、誰もわたしの部屋を訪れることはなかった。部屋にいくつか本が置いてあったのでそれを読んで時を潰したものの、あまり性に合っているとは言い難かった。

　とはいえ、歓迎されてないのにうろうろされても迷惑だろう。これ以上印象を悪くしたくない。いっそ寝てしまおうかとベッドに入ったものの、どうにも寝つけなかった。

　静かな夜はあまり慣れていない。戦場では部下たちが、城に帰れば妹たちが夜遅くまでなかなか解放してくれないものだった。

　というか、今日は結婚初夜というものではないのだろうか。それを一般的なそれのように過ごせと言われても困るのだが、せめて酒を酌み交わすとかないものか。

　何度目かの寝返りの後に眠ることを諦め、わたしはベッドを下りると窓を開け放った。夜の冷えた風が顔を撫でていく。魔法王国ゼルジオスの夜は、魔法の光に彩られた美しい街並みが拝めると噂で聞いたが、今は黒々とした闇が横たわるばかりだ。

　ふと気配を感じて、わたしは視線を下へと下ろした。誰か来る。気配を殺して窓を閉め、再びそっと外を窺う。黒い人影が、スラリと剣を抜き放つ。……もしや、わたしを殺しにきた刺客だろうか。

　実を言えば予想はしていたので、落ち着いて様子を窺う。わたしの輿入れを良く思わない者が凶行に及んでもなんら不思議なことではない。従者を持たなかった理由の一つでもある。自分一人の方が守るのは楽だ。

　立てかけてある剣に、そっと手を伸ばす。しかし、その人影はそこから動く気配を見せなかった。わたしに気づいたのかとも勘繰ったが、どうもそういう風でもない。そこに留まったまま、抜いた剣で何度も空を切っている。その太刀筋で気がついた。

「ベルトルド将軍」

　窓を開けて声をかけると、彼は剣を振るのをやめてこちらを見上げた。

「ご一緒してもよろしいですか？」

　剣を掲げてそう問うと、ややためらいながらも彼が頷いたので、わたしは剣を持ったまま窓枠を乗り越えた。この部屋は二階だが、わたしにとってはどうということのない高さだ。余裕で着地できるはずだったのだが――ベルトルドが駆け寄ってくるのが見えて、息を呑む。

　ぶつかる。

　とっさに身を捻ったわたしの体を、ベルトルドが両手で受け止める。ただ、それに気がついたのは、しばらく経ってからのことだったが。

　はっと気がついたときに、思ったよりも近くにベルトルドの顔が見えた。
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「あ、危ないだろう！　この程度の高さ、着地に造作もない。その辺の姫と一緒にされては困る！」

　夜でよかった。

　きっと今、顔が赤い。

　こんな風に誰かに抱えられたことなど、赤子の頃より他にない。しっかり肩を包む逞しい腕。鎧をつけていないのに、固く厚い胸……。

「客人が急に窓から飛び出してくれば、誰でも驚くだろう」

　取り乱しているのはわたしだけで、返ってくる声はいつも通り、落ち着いている。そのことに余計にかっとなってしまう。

「客人だと？　勝手に妻にしておきながら、必要なのは名前だけだの客だの、将軍には誠意というものがないのか！」

「勝手にはしていないし、名が必要云々と口にしたのは貴女の方だが。しかし……今まで戦うことしかしてこなかったゆえに、そういった機微に疎いのは事実だ。すまない」

「それにしては、ずいぶん可愛い娘に慕われているではないか？」

　鼓動がうるさい。それをごまかすために声を張り上げるも、彼が何も答えないのでわたしもそれ以上は何も言えなくなる。だが、彼が呆けたようにぽかんとしていることに気がついて――そして、羞恥にますます顔が熱くなった。

　ただ、その場を取り繕う冗談のつもりだった。だけどこれではまるで嫉妬しているようではないか。

「……ああ。もしかしてカーラのことか？」

「そっ……いや、とにかく降ろせ！」

　彼は本当になんのことかわかっていなかっただけのようで、ようやく思い当たった、というように話すので、嫉妬だと誤解されないか心配したこと自体恥ずかしくなった。とにかく冷静さを取り戻そうとするのだが、まだ彼の腕の中ということに今さらのように気がついて慌ててもがく。

　そうするまでもなく、すぐに彼は地面へとわたしを立たせてくれたが、落ち着くまでしばらくかかった。そして、落ち着いてしまえば、これまた醜態を見せてしまったことへの羞恥に顔の熱が引かなくなった。

「……申し訳ありません。取り乱しました。無礼な口をきいたことをお詫びします」

　やっとのことでそれだけ言うと、彼も詫びを口にする。

「いや私こそ、とっさのこととはいえ、出過ぎた真似を」

　しばし、互いに口を噤む。その間に、のぼせた頬を夜風が冷やしてくれた。ややあって、ベルトルドが再び口を開く。

「それに、私は貴女に対し誠意を欠いた言動をしていた。詫びるのは私の方だ」

「い、いえ、あれは……動揺してしまって……」

　子どものように喚いて、あんな醜態を晒してしまった。

　軍は男社会だ。そこに身を置いていたのだから、男の体を見たことがないわけでも、触れたことがないわけでもない。だが、わたしは軍人であると同時に王女でもあった。だから、あんな風に抱かれたことなどない。だいたい、そんな隙を見せたこともない。

　戦いばかりで、そういった機微に疎いのはわたしの方だ。

「……わたしが二階や三階から飛び降りたところで、怪我をすると思う者などアルデーリアにはおりません。将軍もよくご存じだと思っておりましたので……しかし、元帥の花嫁が取るような行動ではありませんでしたね。軽率でした。反省しております」

「そんなことを責めるつもりなどない。考える前に動いてしまっただけのことだ」

「助けようとして下さったのに、わたしは……」

「もういい。ではこれで手打ちとしよう」

　そう言って、ベルトルドは地面に転がっていた剣を手に取ると、再び素振りを始めた。一分の無駄も隙もない、まっすぐな太刀筋。

　取り乱していたとはいえ、誠意がないなどと口走ったことを後悔した。

　ベルトルドは、民から謗りを受けるのも厭わず、アルデーリアまでわたしを迎えにきてくれた。ゼルジオスで待つこともできたのに。

　野営のときも、手のかかる作業は率先してやってくれていたし、交代を申し出ても眠っていなかった。

　だからきっと、アルデーリアの名前以上を求めないと言ったのも、彼なりの罪滅ぼしのつもりなのだ。だから部屋を分けてくれた。

「……ベルトルド将軍」

　しばらく彼が剣を振るうのを眺めていたが、我知らず名を呼んでいた。返事はなかったが、彼は剣を振り下ろしたままその動きを止めた。

「わたしは、この身を剣に捧げるつもりで生きてきました。あなたはアルデーリアの名前以外は求めないと言い、わたしはそれに誠意がないなどと言いましたが……正直なところそれ以外を求めると言われても応えられる自信はありませんでした。だからあなたもあんなことを言ったのでしょう」

　彼は否定も肯定もしなかった。ただ、黙って再び剣を振りかぶる。

「わたしは……あなたの妻にはなれないかもしれません。ですが戦友にならなれるような気がするのです」

　振り下ろされた剣が、途中で止まる。

「戦友……か」

「ええ。敵国同士ゆえにわたしたちは相対していましたが……もし肩を並べて戦えていたらと考えることがありました」

「私もだ」

　ここで同意してもらえると思わず、思わず顔が綻んだ。

「でしたら、もう少し腹を割って頂けませんか？　どこでどのように生きていても、わたしは誰かのために何かがしたいのです」

　一人は楽だ。救うのも守るのも自分だけでいい。だけど、それにはいつも虚しさがついてきた。やはりわたしは誰かのために生きていたい。そういう性分なのだ。

　そう申し出ると、ベルトルドは構えを解いて体ごとわたしに向き直った。

「では……姫のお言葉に甘えて、戦友として二つ貴女に頼みがある」

　てっきり取り合ってもらえないと思っていたが、思いのほか彼はそう即答した。もっと時間をかけてわかってもらうしかないと思っていたので、思わず顔が綻んだ。

「なんでしょうか」

「今、各地で圧倒的に人手が不足している。私は留守がちになるだろうが、その間殿下をお守りしてくれないだろうか。強がってはいるが、まだ十にも満たぬ子どもだ。しかも、一瞬にして両親も城も親しい者もすべて失った」

　そう言って彼は両目を伏せた。

　わたしも気にはなっていた。王家に生まれた以上、歳も性別も関係なく、等しく民に心を砕かねばならない――それはわたしも肝に銘じてきたことではあれど、他者に求めるには酷なことだ。

「わかりました。金獅子レオとしての力、殿下をお守りするために使えるのなら幸いです」

　これまでに培ってきた戦う力がまったくの無駄にならないことは、わたしにとっても良いことだ。殿下はゼルジオスの希望だ。だからこそ、ゼルジオスを狙う敵からは真っ先に狙われる。ベルトルドが単身アルデーリアに赴いている間も、クラウディオはさぞ不安な思いをしていたに違いない。

「……ですが、よいのですか？　わたしのようなよそ者に殿下を任せて」

「貴女の強さは誰よりも私が知っている。それに貴女は、できないことを口にする人ではない」

　ためらいなく言い切る彼に、わたしの方が不安になってしまう。

「よくそこまで言い切れますね。つい先日までは敵だったというのに」

「味方として傍にいるより、敵として相対している方が見えるものもある」

「それは……そう、かもしれませんが」

　わたしはベルトルドのことを何も知らない。だが自分の家族のことならすべてを知っているかといえば、確かにそうでもない。

「考えなく言っているわけでもない。表向きだけでも友好関係を築いたならば、殿下に何かあればアルデーリアも外聞が悪いはずだ」

「そこまで考えているのなら、改めて頼む必要もなかったでしょうに」

「先にも述べた通りだ。これ以上貴女を利用したくなかった」

「……あなたという人のことがよくわかりました」

　いつも全力でまっすぐに切り込んでくるその太刀筋と同じように、良くも悪くも裏表のない人だ。

「あなたの軍はよく統率が取れていました。その裏のない実直なところが人望や信頼を集める所以なのでしょうね。しかし元帥となった今では立場が違います。誰かを利用する狡猾さや駆け引きも必要です」

「肝に銘じる。だが、私も言う相手を選ぶくらいはする。貴女だから言ったのだ」

　大真面目に、なんのてらいもなくそんなことを言われると、忘れかけていた顔の熱が再び上がりそうになる。これが全部意図したうえでやっているのならそら恐ろしいと言わざるを得ない。人望があるわけである。天性か緻密な計算の上かは知らないが、人心を掌握することに長けている。

　もとよりそのつもりではあったが、そこまで買われては、打算や駆け引きなしで殿下をお守りしたくなってしまうではないか。

「どうやら名軍師に戦術を説くような真似をしてしまったようです」

「いや、間違いを正してくれる人がいないことほど恐ろしいものはない。これからも私に道を示してくれれば心強い」

「わたしには少々荷が重いですね。それで、もう一つの頼みというのはなんですか？」

　確か、頼みは二つあると言っていたはずだ。聞いてもなかなか口を開かないので、何か言いづらいことなのだろうかと少し緊張する。

「……貴女が気を回してくれるのはありがたい。だが、以前のように話してくれた方が私としては話しやすい」

　催促しようかと思った頃に、そんな言葉が紡がれる。そして彼は返事を待たず、再び素振りを始めた。

「……わかった。では他人の目がないときはそうしよう」

　予想とだいぶ違ったが、戦友として腹を割ってほしいというわたしの願いを聞き入れてくれたのかもしれない。快諾すると、彼はわたしを見て薄く笑った。初めて見た彼の笑顔に、どこか胸が浮き立つような気持ちを覚えながら、横に並んで共に剣を振る。

「わたしも一つ頼み事をしていいだろうか」

　無言を勝手に肯定ととって、気恥ずかしさを剣を振ることでごまかして先を述べる。

「わたしのことは姫ではなく、レオーネと呼んでほしい。わたしも、いつまでも将軍と呼ぶわけにはいかないし、かといっていつも元帥と呼ぶのも堅苦しいので、ベルトルドと呼ばせてもらう」

　また返事はなかったが、不思議とそれを不快に感じることはなかった。互いに黙々と剣を振ったあと、彼は一つ深呼吸を挟むとそれを鞘に収め、こちらに背を向けた。

「いい太刀筋だった。レオーネ」

　その背に、笑みが零れた。まっすぐだが、不器用な人だ。

　決して悪い初夜ではなかった。

　わたしたちは好き合って結婚したわけではない。だが、きっとわたしたちなりの関係は築いていけるだろう。

















第三章　レオーネとクラウディオ












　ドンドンと激しく扉を叩く音に目を覚ます。

　昨日は長い移動もしたし深夜に素振りもしたが、いつもの訓練に比べれば、さほど疲れたわけでもない。窓の外を見ても、まだ日の出前だ。寝すぎたわけではないし、何かあったのだろうか。

　一抹の不安を抱えながら鍵を外すと、待っていたかのように勢いよく扉が開く。しかし、その向こうには誰もいない。

「どこを見ている！　ここだ！」

　精一杯荒げた声が足元の方でした。視線を下ろすと、クラウディオが思い切り背伸びをしてわたしを見上げている。

「どうなさいましたか、殿下」

　声だけではすぐにわからなかった。昨日の、幼いながらも大人びて落ち着いていた様子とは打って変わり、癇癪を起こした子どもそのままに、小さな肩を怒らせてわたしに食ってかかる。

「ベルトルドをどこへやった！　昨夜一緒にいたのは知っているぞ！」

「ベルトルド……？　いえ、確かに昨夜は一緒にいましたが、その後それぞれの部屋に帰って休みました。部屋にいないのならどこかに出かけたのでしょう」

「嘘だ！　出かけるなら必ず僕に言うはずだ！　やはり、敵国の姫など我が国に入れるべきではなかった！」

「とにかく、落ち着いて下さいませんか」

　冷静を装ってそう言いはしたものの、まず自分が落ち着くために息を吸う。

　いったいこれはどうしたことだろう。昨日の彼とはまるで別人だ。メルクリオに似ている、などと思ったが、幼いときにも弟がこんなに取り乱した様子は見たことがない。母上がお亡くなりになったときですら。

「……わたしを信用できないのはわかります。ですが、ベルトルド元帥のことは、わたしよりもよくご存じでしょう。彼はわたし一人などに易々とどうにかされるような男ですか？」

　クラウディオが、ぐっと言葉に詰まる。

「それに、わたしたちは夫婦です。昨夜は別々に休みましたが、一緒にいただけで疑われては堪りません」

　すると今度は一転、クラウディオは悔しげに顔を歪ませ、今にも泣き出しそうな顔になった。

「なぜ、ベルトルドはアルデーリアの姫などと……！」

「お気持ちはお察しします。ですが、彼がわたしを娶ったのは他でもなく貴方のためですよ、殿下。ゼルジオスが再び元のような力を得るまでの間、守る力が必要だったのです」

「だとしても……！　よりによって、長年我が国を苦しめたアルデーリアなどと……！」

「お言葉ですが、それはアルデーリアにとっても同じです。厳しいことを申し上げますが、アルデーリアとてゼルジオスを守らなければいけない義務などないのですよ。ですが、長年の禍根を振り払い、手を取り合おうと……」

「黙れ！　我が国を見下すのは許さんぞ！」

　……失言した。

　子ども相手に大人げない理屈を振り回してしまった。いやしかし、子どもとはいえゼルジオス王家の人間であるし、駆け引きなしに会話をするのも難しい。ただ、失策だったことは確かなようだ。

　言い捨てて駆け出していく小さな背を見送りながら溜め息をつく。

　それと入れ替わるように、別の気配を感じて顔を上げる。不安げにこちらを窺う顔には見覚えがあった。

「どうかしましたか、カーラ？」

　今しがたの教訓も活かし、なるべく委縮させないよう優しく問いかけてみる。

「ベルトルド様からご伝言を……」

　物陰から近づいてこないまま、おどおどと口にする。

「その……急な用事で出かけなければならなくなったので、殿下のことを宜しく頼むと」

「いつ発たれたのですか？」

「一刻と少し前です……」

　それでは、昨日あまり寝ていないのではないだろうか。こんなことなら休めと言えばよかった。しかし今さらそれを後悔したところでどうにもならないので、目の前の少女に向き直る。

「伝言ありがとうございます」

「では、あたしはこれで……」

「あ、待って下さいカーラ。わたしに何か手伝えることはありませんか？　掃除や、食事の用意とかなんでもいいのだけど」

「そんな。レオーネ様にそのようなことをして頂くわけには」

　遠慮しているというよりは心底困惑している様子に、深追いするのを諦めてわたしは浅く息をついた。

「急に言われても困りますよね。ごめんなさい」

　しゅんとしていると、カーラは俯いていた顔を少しだけ上げた。

「あ、あの、ベルトルド様がお帰りになったら聞いてみます……」

　わたしが肩を落としたからだろうか。カーラはおずおずとそう言い、では、と言い残して今度こそ脱兎のごとく走り去っていった。

　覚悟はしていたものの、ここで打ち解けてやっていくのは難しそうだな。おまけに肝心のベルトルドが不在だ。今頼れるのは彼だけだというのに……いや、頼ることを考えてどうする。何かできることがないかと言ったのはわたしの方だ。

　一人でなんとかしなくては。

　思い直して、部屋に戻り、衣装棚を開ける。上品で質のいいドレスが数着並んでいる。なるべく飾りの少ない動きやすそうなものを選んで着替え、部屋を出る。階下からいい匂いが漂っており、それを辿るように階段を下りる。

「おはようございます」

　厨房を見つけて声をかけると、そこにいた全員が凍り付いたようにわたしを見た。その中にいたカーラが引きつった声を上げる。

「ご……ごめんなさい。朝食、まだなんです。もう少しお待ち下さい」

「催促に来たわけではありません。何か手伝えることはないかと」

「とんでもないことです。どうかお許しを……」

　手伝うと言っているだけなのに、引きつった顔で許しを請われる。他の面々も同じような表情だ。おそらく、というか確実に、わたしがここにいることは彼女らにとって迷惑なのだろう。それはわかっているけれど。

「人手は多い方がいいでしょう？　恥ずかしながら料理の心得はありませんが、芋の皮くらいなら剥けると思います。何人分くらい作るのですか？」

「これは……すべてレオーネ様のための朝食です」

「え……!?」

　思わず素っ頓狂な声が出てしまった。

　ボウルいっぱいのサラダに、火にかかった大鍋、肉の焼ける匂い。品数も多い。てっきり炊き出しでもするのかと。

「待って下さい。わたし、こんなに食べるように見えますか？」

　問いかけに、カーラの後ろにいた中年くらいの女性が答える。

「昨夜、綺麗にすべてお召し上がりになっていたので、もしかしたら足りなかったのではないかと……」

「せっかく頂いた食事を残しては申し訳ないでしょう。量も味も申し分ありませんでした」

「ですがベルトルド様に言いつかっておりますので」

　……いったいなんと言ったのだ。帰ってきたらベルトルドと少し話をする必要がありそうだ。

「お気持ちだけありがたく頂きます。殿下はもうお済みになったのですか？」

「いえ。殿下はいつも朝食をお召し上がりになりません。だいたい昼近くまでお休みになっていることが多いので」

　カーラの答えに、わたしは眉をひそめた。

「ベルトルド様がいらっしゃるときはお召し上がりなるのですが。きっとお寂しいのでしょう」

　気持ちはわかるが、朝食も取らず眠っているというのはよくないのではないか。健康面でもそうだし、なにより皆の規範となるべき王族が民の前で惰眠を貪るのは……いや、ゼルジオスの文化やクラウディオの人柄についてよく知りもせずそんなことを口に出すべきではないな。こんな状況だ。ベルトルドも、彼が幼くして両親を亡くしてしまったことを気にかけていたし、わたしがとやかく言うことではないだろう。

　クラウディオのもとに向かいかけた足を止め、再び口を開く。

「皆さんの食事は？」

「あたしたちも……その、朝は食べないのです」

「なぜ？　ゼルジオス人は朝を食べない習慣があるのですか？」

「い、いえ……その……王都があんなことになってから土地が荒れて作物は枯れ、混乱で流通も滞り、食料が安定して手に入らず……」

「それなのに、わたしのためにこれだけの貴重な食料を？」

「……レオーネ様に無礼があってはいけないと思って……」

　カーラが俯く。今にも泣き出しそうなのを唇を噛みしめて堪えているが、握り締めた両こぶしはぶるぶると震えている。見れば他の女給たちも同じような表情をしていて、わたしはどうにか溜め息を堪えた。

「聞きたいのですが、もしわたしに無礼を働いたらどうなると思っているのですか？」

　カーラは堪えなかったが、変わりに別の女給が口を開く。

「……アルデーリアがあたしたちを滅ぼしに来るんでしょ」

　敵意を隠さない声に、カーラをはじめとした他の者たちがさっと顔色を変え、一斉に彼女に詰め寄って口を塞ごうとする。

「やめなさい！　謝るのよ、すぐに！」

「かまいません」

　それを遮って、わたしは冷静に声を上げた。

「これまでの両国の関係を思えば、皆がわたしに良い感情を持てないのは仕方のないことです。ですが誤解で憎まれるのは本意ではないので言わせて下さい。それは違います。そうならないようにわたしはここに来たのです。ベルトルドから詳細を聞いていないのですか？」

「聞きました。だけど、アルデーリアの人間なんて信用できません」

「それも無理のないことですね。それでは、信用が得られるよう努力します」

「口ではなんとでも言えるわ」

「もっともです。人の評価など一朝一夕で変わるものではありませんからね」

　――わたしが剣の道に生きると決めたとき。

　必ずしもそれを受け入れてくれる者ばかりではなかった。これまでの王女としての在り方と大きく違うものだったからだ。認めてもらえるようになるまでは時間がかかった。他人の価値観を変えることがいかに困難か、わたしはよく知っている。

　だけど同時に、少しずつでも変えられることも知っている。それがどんなに小さな歩みでも、歩き始めないことにはどうしようもないということも。

「とりあえず、この食事は屋敷の皆で食べることにしましょう。さ、調理を再開して下さい。わたしも手伝います」

　わたしのせいで皆の作業を邪魔してしまった。軽く手を打ち合わせると、わたしはその場に放置されていた包丁を手に取った。






　ベルトルドが帰ってきたのはすっかり陽が落ちてからだった。外が騒がしいようで窓を覗くと、ちょうどベルトルドが馬を降りるところが見えた。その姿に違和感を覚えて部屋を出ると、走っていくクラウディオの後ろ姿が見え、それを追いかけるように外へ出る。

「ベルトルド！」

　名を呼び、駆け寄るクラウディオの前に跪いてベルトルドが頭を垂れる。

「殿下、ただいま戻りました」

「なぜ僕に何も言わなかった。今まではこんなことなかったのに……」

　わたしが近づいたことに気がついて、クラウディオが言葉を止める。ベルトルドからは見えないだろうが、烈火のごとく険しい表情で睨まれた。今朝の様子では、わたしが何か仕組んだとでも思っているのだろう。

「申し訳ございません。夜明け前でしたし、今はレオーネもおりますので」

　頼ってもらえるのはありがたいが、クラウディオにしてみればそれが嫌なのではないかと思う。だが彼はベルトルドには食ってかかるようなことはなく、それでも堪えきれなかったのだろう、ぽつりと呟く。

「……お前の代わりにはならん」

「ですが、レオーネは私に引けを取らぬ優秀な武人です。味方となった今は殿下の御身をお守りするのにこれ以上心強い者はおりません」

　そう言って、ベルトルドがクラウディオに笑いかける。昨夜見た笑みよりももっと優しい笑顔だった。だけど、クラウディオが「代わりにならない」と言っているのはなにも強さのことだけではないだろうに。

　案の定、彼は唇を噛んで俯くと、そのままくるりとベルトルドに背を向け屋敷の中に帰っていった。クラウディオのことも気になるが、今はそれよりも気になることがあった。クラウディオと入れ替わりにベルトルドに近づき、跪いたままの彼の前にわたしも膝をつく。

「……怪我をしていますね？」

　単刀直入に問うと、彼は虚を突かれたような顔をした。

「なぜ？」

「馬を降りるときの仕草と、膝をついたときに。気づかれないようにしたつもりでしょうが、わたしの目はごまかせませんよ」

「……敵わんな」

「すみませんが、誰か傷薬と包帯を」

　控えていた使用人たちの方に呼びかけると、カーラがぱっと屋敷の中に飛び込んでいった。そのあとに他の者も続く。

「かまわん、たいした怪我ではない。国内の流通が滞り、薬も限られている」

「多少持参したものがありますし、足りなければアルデーリアから取り寄せます。あなたが倒れては、ゼルジオスは立ち行かないでしょう」

　カーラが持ってきた薬箱の中には、確かにろくなものがなかった。

「カーラ、すみませんが、わたしの荷物の中から傷薬を探してきてくれませんか。それから、他に足りなくて困っているものがあれば書き留めておいて下さい」

「は、はい」

　嫌がられながら苦手な料理の手伝いをするより先に、備品を確認しておく方が先だった。再び屋敷の中に入っていくカーラの背からベルトルドへと視線を移す。

「すまない」

「謝罪などより、今はとにかく休んで下さい。立てますか？　肩を貸します」

「自分で歩ける」

「わかっているが無理をするな。戦場じゃ負傷した部下を担いで戦った。貴殿一人くらいなんということはない」

　他の者に聞こえぬよう囁いて、ぐいと手を取って肩に回す。抵抗するのを諦めたのか、ベルトルドは小さく笑った。

「頼もしい限りだ」

「戦友だからな。……荒ごとだったのか」

「郊外で暴動が起きた。外はアルデーリアのおかげで牽制できるが、内部だとそうもいかん。おまけに傷つけることもできん」

　アルデーリアに降ったのはゼルジオスのためであったが、それを理解できるゼルジオスの民は少ないだろう。皮肉な話ではあるが、民を守るための決断で民から牙を剥かれることは往々にしてある。そして、いくらベルトルドが優れた武将でも民草相手には戦えない。

「言ってくれれば同行したのに」

「殿下を守っていてくれる方がありがたい。早急に駆けつけられたおかげで鎮圧も早かった。貴女のおかげだ」

　驚いて手を取り落としそうになった。慌てて持ち直し、歩き出す。

「な、何を急に。持ち上げても何も出んぞ」

「本心だ。それよりその手は？　そちらも何かあったのか？」

　その動作で気づかれてしまったようだ……わたしの指先が傷だらけなのに。

「いや、調理を手伝おうとしてな。剣は使えるのに、包丁はなかなかどうして難しい」

「……カーラたちと、もう打ち解けたのか」

「まさか。一方的に押しかけただけだ。迷惑だったろうな……。部屋はどこだ？」

　ベルトルドが指し示した方に歩き、扉を開く。中を見て驚いた。わたしにあてがわれた部屋よりずっと狭いし、机とベッドが一つずつしかないひどく殺風景な部屋だ。

　ベルトルドが礼を述べて手を引き、ベッドに腰を下ろす。

「いる場所もないだろう。私は大丈夫だから部屋に戻ってくれ」

「元帥ともあろう者の私室とは思えないな」

「最近まで一軍人に過ぎなかったのでな。寝る場所があればいい」

「ならばわたしもそれに準じる。妻として扱えとは言わないが、客人のようにもてなしていては、ここの使用人たちもわたしにどう接していいのかわからなくなる」

「だが……」

　言葉を濁したまま、彼は黙り込んでしまった。わたしに対しての気遣いであることはわかっているのでこれ以上苦言を呈するのも心苦しく、話を変える。

「それにしても、一軍人に過ぎない者が元帥とは、大層な出世だ。貴殿は魔法も使えないというし、ゼルジオスでそこまでのしあがるのには苦労したのではないか？」

　だいぶ立ち入ったことを聞いた自覚はあるものの、ずっと気になっていたことだ。監視役としても妻としても、その辺りの事情が気になって探りを入れてみる。しかし彼が答える前に、ノックの音が会話を止める。

「レオーネ様、傷薬をお持ちしました」

「ありがとう。さ、傷の手当てを」

　薬を持って現れたカーラを見て、再びベルトルドに向き直る。

「いい」

「ですが」

「薬があるなら、私などより貴女の手に使ってくれ」

　わたしの手を取って、ベルトルドが痛々しそうに指先を撫でる。――わたしよりも遥かに大きな、骨ばった手の感触。

　とっさにその手を振り払って立ち上がる。

「部屋に戻ります。カーラ、そこの頑固者を縛りつけてでも手当てしておいて下さい。頼みましたよ」

「レオーネ？」

　背中に、戸惑ったようなベルトルドの声を聞きながら、それを無視して扉を閉める。

　――顔から火が出る、とはよく言ったものだ。まだ、指先に手の感触が残っている。

「なんだ、これは……」

　昨夜も今も。

　顔の熱も、胸の鼓動もまるで自分の思う通りにならない。






　それからもベルトルドは不在がちだった。使用人たちは相変わらずよそよそしかったし、お世辞にも居心地がよいとは言えなかったが、それにも慣れてしまっていた。あまり急に距離を詰めようとしても逆効果だろうし、長年敵国同士であったしこりがすぐに消えるとも思っていない。それとは逆に、敵意を向けてこないベルトルドにはどう接していいのかこのところわからなくなっていて、不在が多いことにどこかほっとしていた。

　あの日以来、まともに顔が見られない。

　どうして急にこうなってしまったのかもわからない。

　自分で肩を貸したときは平気だったのに、窓から飛び降りて受け止められたときも、手に触れられたときも。どうしてあんなに動揺してしまったのだろう。

　そういえばベアトリーチェがよく読んでいる恋物語を戯れに借りたことがあるが、顔が熱いとか胸が高鳴るとか書いてあった。もしかしてこれがそうなのかとも思ったが、あれは確か長年時間を共にしていた姫と従者の身分違いの恋物語だった。よく知りもしない相手に、というのはありえるのだろうか。

　一目惚れ、という言葉もあるくらいだから、なくはないのだろう。しかし一目というには初めて出会った相手というわけでもない。むしろ戦場での彼ならば、太刀筋も戦い方の癖もよく知っているのだけれど。

　このところ、気づけばそんなことばかり考えていて非常にらしくない。メルクリオにでも知られたらなんとからかわれるかわかったものではない。

　だいたい――これがもし好意の類だったとして、どうなるというものでもない。もうすでに結婚しているのだし。相手に同じ気持ちはとても望めない。国を守るため苦渋の決断で一緒にいるだけなのだから。

　まるで内容が頭に入ってこない本を閉じて、何度目かわからない溜め息をつく。剣でも振りたい気分だが、そんなことをしていれば余計に使用人たちから恐がられてしまいそうではばかられる。ベルトルドはあんなに多忙であるというのに、もどかしい。

　時をもてあましていると、騒がしい足音が聞こえてきた。また、先ほどとは別のことで溜め息が零れる。ほどなくして、荒々しい音を立てて部屋の扉が開く。

「これは殿下。何かご用でしょうか？」

　眉間の皺をごまかしながら笑みを貼り付け、やや棒読みに問いかけると、間を置かずにクラウディオが噛みついてくる。

「ベルトルドがまだ帰ってこない！」

「そのようですね」

「とぼけるな！　お前が来てからベルトルドは勝手ばかりする。何を吹き込んだ！」

　言いがかりも甚だしい。

　ベルトルドがいると大人しいのだが、いなくなったとたんにこうなのだ。家族を亡くしてふさぎ込んでいるという風にはとても見えない。そのうち落ち着くだろうと冷静に対応しているものの、クラウディオの態度は一向に軟化しない。

「わたしは何も。しかし、わたしが来たから勝手をできるようになったということではないでしょうか？」

「どういうことだ」

「ベルトルドが不在の間は、わたしが殿下をお守りします」

「お前が一番信用できないんだ！」

　わたしが敵ではないことを根気強く伝えねばならないと思っているのだが、間髪入れずにピシャリと言われる。いい加減、ギャンギャン騒がれるのにもうんざりしてきた。これが自分の身内か部下であれば、とうに一喝しているところだが。

「どうすれば殿下に信用して頂けるでしょうか」

「アルデーリアは敵だ！　何をしてもお前を信用などしない！」

「以前はそうでした。ですが今は味方です」

「敵の言葉など信用できん！」

　だめだ、これでは話が堂々巡りだ。

「……では、ベルトルドはなんと申しましたか？　わたしを敵だと？」

「お前がベルトルドを語るな！　あいつのこと何も知らないくせに！」

「ですがわたしは妻ですので、語る権利はあるかと存じます」

「く……っ！」

　顔を真っ赤にして、クラウディオが地団駄を踏む。初めてクラウディオを黙らせたという妙な勝利の余韻に浸る一方で、以前から思っていたことが確信に変わって、少し声を和らげる。

「殿下はベルトルドのことがとてもお好きなのですね」

　クラウディオがわたしに敵意を向けるのは、アルデーリアの人間だからというだけではないのだ。

「ベルトルドがわたしと……アルデーリアと契りを結んだのは、ゼルジオスを、殿下の身をお守りするためです。ベルトルドが一番大事なのは紛れもなく殿下です。ご安心を」

　両親や家臣の多くを失ったクラウディオにとって、今はベルトルドだけが頼りのはずだ。その彼が婚姻を結んだことで、わたしに取られるのではないかと不安だったのではないだろうか。しかしそう言うと、クラウディオは傷ついたような顔をした。

「殿下？」

「……うるさい。だったらお前が我が国に来たのはなぜだ。滅びに瀕した我が国を嘲笑うためでなければなんなのだ」

「それは……これ以上両国が争うことのないよう、友好の架け橋となるためです」

「嘘だ。どうせ我が国の魔法の力が目的なのだろう」

　クラウディオの目に翳りが落ちる。

　そうでない、とは即答できなかった。確かにわたしは、父上からゼルジオスの魔法の力をアルデーリアのために役立てさせるという命を負っている。

　答えを迷っている間に、クラウディオはわたしの無言を肯定と取ったようだった。

「そのような者、信用できるか。僕は守られなくとも戦える。アルデーリアの力など借りる必要はないと、次こそベルトルドに示してやる！」

　そう吼えて、クラウディオが部屋を飛び出していく。

　彼にはまだ現実が見えていない。いくら虚勢を張ったところで、今のゼルジオスには周辺諸国と渡り合える力はない。それをどうクラウディオにわかってもらえばいいのだろうか。

「レオーネ様」

　思案していると、明け放されたままの扉の外から、カーラが戸惑いがちにこちらを窺っていた。

「はい。なんでしょうか」

「夕食の用意ができました」

「……ずいぶん早いのですね」

　まだ落ちていない陽を見て、そう答える。それは何も今日に限った話ではなく、そしてその理由もわかっていた。

「心配せずとも、もう手伝いに押しかけたりはしません。皆にもそう伝えて下さい」

「……すみません。みんな、まだ戸惑っているんです」

　カーラから思わぬ謝罪が返ってきて、はっとする。八つ当たりになっていたかもしれない。

「カーラが謝ることはありません。わたしが急ぎすぎたのです」

　申し訳なさそうに俯く彼女を見て、慌てて取り繕う。彼女は「いえ」と小さく呟いた。言葉は少ないが、彼女からはわたしに対する恐れのようなものがいくぶん薄らいだ気がする。

「カーラは、どういう経緯でベルトルドと知り合ったのですか？」

「戦火から助けて頂きました。それからベルトルド様の口利きで、二年前からこのセヴァル公のお屋敷でお世話になっております」

　ふと気になっていたことを聞いてみると、意外にもカーラははっきりとそう答えた。会話ができたことが嬉しくて、口元が綻んでしまう。

「では、カーラにとってベルトルドは恩人ということなのですね」

「はい。ここで働き始めてからも気にかけて下さって、忙しい合間を縫って、困っていることはないかとよく声をかけて下さいました。身分や境遇の差なく、誰にもよくして下さる方なので、皆ベルトルド様をお慕いしております」

　いつもおどおどしているカーラが、ベルトルドのことになるととても饒舌に語る。

　ふと、ベルトルドがアルデーリアで「姫を攫う魔王になった気分だ」と言っていたのを思い出した。

「なるほど。つまりわたしは皆にとって憎むべき敵国の人間というだけでなく、英雄を誑かす魔女でもあるということなのですね」

「そういうわけでは……。ただ、今この屋敷にいる使用人は、少なからずベルトルド様に恩のある者ばかりです。だからこそ、あたしたちを守るためにベルトルド様が敵国に降るしかなかったことが悔しいのです。あたしたちが本当に憎んでいるのは、たぶんレオーネ様ではなく、力のない自分自身なのだと思います」

　カーラの言葉にはっとする。

　クラウディオも同じではないのだろうか。

　ベルトルドが一番大事なのは殿下だと、そう言ったときに彼は傷ついたような顔をした。

「レオーネ様を受け入れるかどうかの前に、みんなまだ現状を受け入れられてないのです。もう少し時間を下さい」

「もちろんです、カーラ。話してくれてありがとう。でも……どうして急に？」

「……あたし、ずっとベルトルド様が無理をされていると思っていました。でもそれは勘違いだったかもしれないと。この前のお二人を見ていて、そう思ったので」

　そう答えると、わたしが言葉を挟む隙を与えず、カーラは食事を置くと退室していった。






　夕飯のあと、わたしはクラウディオの部屋を訪ねていた。

「クラウディオ殿下。レオーネにございます。少しお話をよろしいでしょうか」

　予想していたけれど返事はない。だけど、中にいる気配はする。

「先ほどは出過ぎた口をきいて申し訳ありませんでした」

　やはり返事はない。それでもめげずに声をかけ続ける。

「殿下、わたしと剣の稽古をいたしませんか？」

　そのとき、初めて部屋の中で気配が揺れた。

「さきほど殿下は、守られなくとも大丈夫なことをベルトルドに示すと仰いましたね。そのご自信はおありですか？」

　ガチャリと扉が開いて、その隙間からクラウディオの瞳が覗く。

「……何を企んでいる？」

「何も。ただ殿下のお力になりたいと思っただけです。しかし仮にわたしが何か企んでいたとして、殿下にとって悪い話ではないと思います」

　クラウディオがわたしに反抗的な態度を取るのは、わたしがアルデーリアの人間だからだと思っていた。もしくは、ベルトルドを取られるのではないかと危惧しているのかとも思った。もちろんそれらの理由もあるだろう。だけど、一番の理由はおそらくカーラたちと同じだ。

　王家の生き残りとして人々を導くのは、本来王太子であるクラウディオのすべきこと。だが幼いがゆえに、ベルトルドにそれを任せることになり、その挙げ句ベルトルドはこれまで憎み敵対していた国に頭を下げ、その姫を娶ることとなった。きっと、クラウディオは歯がゆい思いをしているのだろう。

「庇護されたくないという殿下のお気持ちはご立派です。ですが恐れながら、まだ殿下にその力はございません」

「馬鹿にするな！　僕を誰だと思っている。ゼルジオス王国次期国王、クラウディオ・ゼルジオスだ。跪いて己が無礼を詫びよ!!」

　あえてはっきりとそう告げると、クラウディオが扉を開け、声を張り上げた。やはりそうだ。幼くとも、彼には王族の血が流れている――そう確信して、わたしはひとまず言われるがままその場に膝をついた。

「非礼をお詫びします、殿下。しかし、馬鹿にしたわけではございません。わたしもアルデーリア王族の端くれ。王族としての誇りと責任はよく存じております」

「知ったような口を……！」

「その上で申し上げます。誇りと理想だけで人を導くことはできません。ときにはなりふり構わずに、あらゆる手段を講じることも必要です。わたしにへりくだる必要などありません。利用なさればよいのです」

　今度は、彼は怒鳴り返してくることはなかった。黙って唇を噛みしめ、震える両手を握り締めている。

「殿下の怒りも悲しみもごもっとも。わたしを信頼しろなどとはもはや言いません。ですがこのままベルトルドの帰りをただ待つよりは、何かをしていた方が有意義かと存じます。明日早朝、屋敷の裏にてお待ちしております」






　果たして翌早朝、クラウディオの姿はそこにあった。

「殿下、腰が引けています。それではすぐに転倒してしまいますよ」

「うるさい、これのどこが剣の稽古なんだ！　木の枝ではないか！　僕は剣が持ちたいんだ！」

「そう仰いましても、殿下にちょうどよい剣がないのです。今度アルデーリアから届けさせるので、それまでお待ちを。幸い今の殿下でしたら剣を持つ前にやるべきことがいくらでもあります」

「馬鹿にするな！　その剣をよこせ！」

「かまいませんが……」

　木枝を投げ捨て、わたしの腰に下がっている剣を指さしてクラウディオが叫ぶので、わたしは鞘ごと剣を外すと彼に渡した。片手でそれを受け取ったクラウディオがとたんに大きく体勢を崩したのは予想通りだったので、慌てることなく彼と剣の両方を支える。

「お、重い……！」

「これは剣の中ではまだ軽い方ですよ。おそらくベルトルドの剣はもっと重いかと」

「嘘だ！　あんなに軽々と振り回しているのに」

「それは、彼はしっかりと体のでき上がった大人の男ですからね。殿下とて成長されれば、この程度の剣は苦もなく持てるようになります。ですが持てるだけでは戦えませんから、しっかりと体を作り、技術も身につけましょう」

「くそっ！」

　毒づきながらクラウディオが枝を拾い、無茶苦茶に振り回す。とりあえず気がすむまでさせておくことにして、元の通り剣を腰に付け直す。

　ベルトルドに稽古をつけてもらえるならば、むしろわたしがお願いしたい。今は良くも悪くもそんな時間がないが、もし二人で過ごす時間が長くなるようなら頼んでみようか。剣を持って向き合っていれば、きっと浮ついた気持ちにもならずに済む。

「ベルトルド！」

　ちょうどそんなことを考えていたときにクラウディオが名前を呼ぶので、口に出てしまっていたのかと思った。しかし、耳に届いた蹄の音に、そうではないとすぐに悟る。振り向くと、馬に乗って近づいてくるベルトルドが視界に入った。

「殿下、ただいま戻りました。……剣の稽古をされていたのですか？」

「ああ。どうだ、少しは様になっているか」

　クラウディオが答え、持っていた枝を構えてみせる。それを見て目を瞠った。

　何度言っても直らなかった姿勢の悪さも脇の甘さもない、重心の安定した綺麗な姿勢だ。わたしが言ったこと、すべて聞いていて、覚えているではないか。

「ご立派でございます、殿下……」

　感激したように頬を緩め、ベルトルドが馬を降りる。だがその拍子に彼がよろめき、慌ててわたしは駆け寄って支えた。

「お疲れでしょう。部屋でお休みになって下さい」

「いや、様子を見に寄っただけだ。すぐに発たねばならん」

「無理をして倒れてしまっては元も子もありませ……」

　つい小言めいたことを口にしてしまい、慌てて閉じる。だがそんなわたしを見て、ベルトルドはふっと笑った。

「そうだな。肝に銘じておく」

　今までは平気だったのに、支えている手が熱い。勝手に速くなろうとする心拍を落ち着けるように深呼吸をしていると、クラウディオの落ち込んだ声が聞こえた。

「ベルトルド、すまない。僕が不甲斐ないばかりに、お前に苦労をかける」

「何を仰いますか。殿下がお元気でいらっしゃればこそ、私もやってゆけるのです」

　クラウディオの面持ちは冷静ではあったものの、その目には悔しさが滲んでいる。対して、そんなクラウディオを見つめるベルトルドの瞳はとても優しかった。まだあまり知ることのない彼の表情の中でも、飛びぬけて温かい。

「……一刻だけ、仮眠を取ってから行く」

「承知しました。殿下、続きはまた後で。お部屋に戻りましょう」

「わかった。……れ、礼を言う。レオーネ」

　少しどもってはいたけれど……わたしの、名前を呼んだ。

　速かった鼓動が落ち着いて、ふわふわとした感情が心を満たしていく。自分の能力を認めてもらえたときの高揚感と似ているが、それよりも温かく、やわらかいものだ。

　クラウディオと別れ、ベルトルドの部屋について支えていた手を離すときまで、その穏やかな気分は持続した。

「殿下に剣を教えてくれたのか」

「勝手なことをしてすまない。悪かっただろうか」

「いや、せがまれていたのだが、なかなか時間が取れなかった。私からも礼を言う」

「しかし、ゼルジオスは魔法王国だろう。殿下は魔法で戦うのではないのか？」

　素朴な疑問を口にすると、ベルトルドは考え込むように俯いた。

「貴女は……あの王都跡を見て、何を思った？」

　急な質問だ。意図が読めないので、ありのままを答える。

「……恐ろしいと。人が手にしてはいけない力のように思った」

「レオーネ……」

　わたしの答えを聞いて、ベルトルドは少し表情を変えた。

「実を言えば私もそう思っていた。殿下自身も魔法ですべてを失ってしまったからか、使うことに恐れがある。だが私もそれでいいと思っている。だから今まで言えずにいたのだが……」

　どこか思いつめたような目をして、彼は首にかけていた皮紐を手繰った。その先についているのは装具の類ではなく――

「鍵？」

「王都を崩壊させた禁呪。私はその術式、使い方の写しを亡き陛下から預かっている」

「なん……だって？」

　ベルトルドは片手でその鍵を握り締めたまま、地面へと視線を投げた。

「陛下が研究させていた禁呪は、個人の魔力を大幅に増幅させるものだ。だから禁呪が完成したあの日、王都には優秀な軍人や有力貴族が多く集まっていた。だが魔法の使えない私は陛下から命じられ、クラウディオ殿下を連れて王都を離れていた。殿下にはゼルジオス王家直系の持つ底知れぬ魔力があるが、まだ幼い。禁呪を制御できず暴走する恐れがあった。結局は誰一人扱えず、ああなってしまったのだろうが……」

　つまり、彼が持つ鍵は禁呪の写しの在り処で、それを手にすればあの日ゼルジオス王都を吹き飛ばした魔法を再現できるということか。ゼルジオス王都の跡地を見たとき感じた寒気が背筋を駆け抜けた。

「それにしても……貴殿はずいぶんゼルジオス陛下からの信頼が厚かったのだな」

「それは、私が陛下の妾の子だからだ」

　ずいぶんあっさりと、衝撃の事実を口にする。驚くわたしにかまわず、なんでもないことのように、彼は自らの生い立ちについて続けた。

「私が魔法を使えないのは純血のゼルジオス人ではないためだ。母は異国人で、当然城の者には受け入れられず、冷遇された末に心労で亡くなった。父上は罪滅ぼしのつもりか私を手元に置いたが、居心地は有り体に言って最悪だったな。魔法の使えない私が居場所を得るには、どんな魔法よりも強い剣の力が必要だった」

　衝撃の連続ではあったが、それを聞いて様々なことに合点がいった。

「……貴殿の剣が重いわけだ」

　死や恐怖など超越した気迫。それに何度呑まれかけたかわからない。

「殿下はこの話を？」

「知らないだろう。正妃が耳に入れるわけがない。陛下は妾に現を抜かしたことで失墜した威信を取り戻すためアルデーリア攻略に力を割いた。しかしそれも難航したため禁呪に手を出したのだろう」

「なぜそんな話を、わたしに？」

　最後に素朴な疑問をぶつけてみる。彼はいつも、こちらに対して踏み込んではこない。そんな壁のようなものを感じていたから。

「わからない。だが、一人で背負うことに疲れたのかもしれん……」

「それは……そうだろう。貴殿がそこまでするのは忠義のためだろうが、母を奪った国に尽くし、王都崩壊の遠因となった敵国の姫を娶るなど……普通ならできることじゃない。少しは自分の心身も案じた方がいい」

「……私はそこまで聖人ではない」

　自嘲気味にそう言うと、彼は握り締めた手をわたしの前に差し出した。

「私はアルデーリア国王に、貴女を娶る見返りとしてゼルジオスの持つ力はすべて差し出すと約束した。それは貴女が持つべきものだ」

　開かれた手の上に、小さな銀の鍵がある。少し考えたあと、わたしは手を伸ばすとその鍵を受け取り、皮紐を首にかけて衣服の下に身に着けた。

「場所は……」

　それを見届けた後に、ベルトルドが口を開く。しかしわたしは再び手を伸ばすと、指でその口を押さえ、その先を塞いだ。

「今は聞かないでおこう。そうすれば奪われて拷問されても口を割らずに済む。これを預かるのは、貴殿が一人で抱え込むのを防ぐためだ」

　口を押さえているといっても、たいした力ではない。振り払うことも容易だろうが、彼は呆然とこちらを見上げたまま、何も言わなかった。

「今は少しでも休め。この話は落ち着いてから――」

　唐突に、強い力で腕を引かれて言葉が途切れる。気を害してしまったかと、不安になる頃には抱きしめられていた。完全に不意を突かれたとはいえ、抵抗はできた。だけど体が動かなかった。何が起こっているのかわからなくて呆然とするわたしをよそに、髪に差し入れられた手が頬にかかり、耳を撫でる。

「は、離せ……！」

　やっと、声が出た。吐息が唇を撫でる。そのくらいの距離で、藍色の瞳と目があった。そして、次の瞬間には離れていた。突き飛ばされて、床に崩れ落ちる。そう勢いがあったわけではないのに、体がまだ、まったく言うことをきかない。

「……すまん。もう行く。殿下を頼む」

　顔を上げられないでいる間に、一方的に告げられる。

「ベル――」

「呼ぶな。迷惑をかけてすまないと思っている。だが、もう俺には近づくな」

　体がおかしくなってしまったかと思うほど激しく脈打っていた心臓が、とたんに凍る。気配が遠のき、窓の外から蹄の音が聞こえ、それが遠のいて消えてしまった頃、ようやくわたしは体を起こした。

　何が起こったのかもわからず、ふらふらと自分の部屋に戻る。

「あ、レオーネ様。お食事を……」

「いらん！」

　叫んでしまってから、はっとする。驚いたように目を見開くカーラが視界に入って、慌てて謝罪を口にした。

「……すまない。わたしはいいから殿下にお持ちしてくれ。朝から運動したから腹も空いているだろう」

　取り繕ったつもりが、まだカーラの目から戸惑いが消えないのを見て、わたしは片手で顔を押さえた。

「あぁ……すみません。言葉が……」

　だめだ。思考がまとまらない。

　ひどく疲れてしまって、わたしはその場に座り込んでしまった。

「レオーネ様。ベルトルド様が食事をお召し上がりにならずに行ってしまったので、そちらを殿下にお持ちします。とにかく、お部屋に」

　トレイを持ったまま、カーラが膝をついて声をかけてくれる。動く気力もなかったが、彼女をこれ以上困らせたくない一心で部屋に入る。

　カーラは通りかかった他の使用人に一言二言告げてから、部屋に入ってテーブルの上に食事のトレイを置いた。

「何があったのか存じませんが、一口でもいいので召し上がって下さい」

「ありがとう……カーラは？」

「後ほど使用人たちといただきます。アルデーリア産のものが入ってくるようになりましたので、以前より食料は安定して手に入っております。レオーネ様のおかげです」

「そうですか。よかった」

　メルクリオ宛に書状を出しておいたのだが、すぐに手を回してくれたらしい。報告と礼の文をしたためなければいけないと考えてから、ふと胸に手を添えた。服の下に、小さな金属の感触がある。

　あの場はとにかくベルトルドを休ませないといけないと考え、ひとまず預かったが……わたしの判断だけでどうこうできるものではない。しかし、国に報告する前にもう一度ベルトルドと話をしたかった。

　だけど――

　もう近づくなと冷たく言った声が耳から離れない。

「わたしは、何かまずいことをしてしまったのでしょうか」

「え？」

「いえ。ベルトルドを怒らせてしまったような……気がして……」

　わたしの気安い態度がいけなかったのだろうか。妻となった以上、アルデーリアとゼルジオスを比べるなど、ましてアルデーリアの方が上などと言うのは相応しくないだろう。だけどそれでいいと言ったのはベルトルドだ。それに、気を悪くしたのなら、どうして……あんなこと。

　思い出して体中が熱くなり、しかし、ふと思い当たってすぐに冷えた。

　ベルトルドは憔悴していた。ついわたしに弱音をこぼすほどに。それを妻として支えるなら、休めと諭しているだけでは駄目なのではないか。離せなどと叫んでしまったが、どう考えてもあれが駄目だったのではないか。だけど……驚いてしまって。

「あの、レオーネ様」

　頭を抱え込んで唸っていると、カーラが戸惑いがちに声をかけてくる。

「ごめんなさい、カーラ。下がって大丈夫です」

「いえ、あの。あたし、実は以前ベルトルド様からレオーネ様のお話を聞いたことがあるのです」

　てっきり、わたしが食べ始めないから困っているのかと思ったが、どうやら違うようだった。珍しく自分から話し始めたカーラと、その内容に、手にしたスプーンを再び置く。

「あたしがここで働き始めてからも、ベルトルド様は時折様子を見にきて下さいました。その、あたし、あまり話すのが得意でなくて、ベルトルド様もそうみたいで、話せることが他にないからと、いつもすまなそうに戦の話をされていました」

　話すことが得意でない、と言いながら、カーラは一生懸命言葉を探すようにして話をしてくれる。きっと、カーラに話をするときのベルトルドも同じような様子だったのだろうと目に浮かぶ。

「といって、戦や剣術のお話をされてもよくわからないんですけど……一つだけ、よく覚えているものがあります。勝てない敵がいるのだと。勝てないと、敵だと話しているのにいつもその人の話をするときはとても楽しそうで、まるで恋人の話をしているように……わたしには見えました」

「その人というのは……」

　つい、カーラの話に口を挟んでしまう。聞いているのかいないのか、彼女はそれについては口にしなかったが、にこ、と微笑んだ。わたしの推察を、それで合っていると肯定するように。

「ベルトルド様は理不尽にお怒りになるような方ではありません。次にお戻りになったらきっとお話しすることができます。で、では」

　それだけ早口に言うと、長く話したのが恥ずかしかったのか急に素に戻り、カーラはそそくさと部屋を出ていった。

　食事は冷めかけていたが、温かく感じた。たぶん、カーラはわたしを励まそうとしてくれたんだろう。

　乱れていた心が、少し落ち着いてくる。そうだ、彼は疲れていただけに違いない。次にベルトルドに会ったときは、落ち着いて話ができるだろう。






　しかし、それからしばらくベルトルドは戻ってこなかった。クラウディオとの朝稽古は継続しており、そして剣を教え始めてから、以前のようにわたしにつっかかってくることもなくなった。たまに疲れただのなんだのと不平を述べることはあるが、それくらいの甘えは歳相応かとも思えた。

「殿下。剣が届きましたよ」

　今朝も、クラウディオはわたしよりも早く裏庭で待っていた。そしてわたしの言葉を聞きつけて、ぱぁっと顔を輝かせる。しかしすぐにそれを収め、コホンと咳払いをした。

「そ、そうか」

「振ってみますか？」

　そう言って差し出すと、期待を隠しきれない顔をしてクラウディオが傍に来る。跪いてその前に剣を差し出し、包んでいた布を取り払う。クラウディオが息を呑んだのがわかった。

「これは……」

　量産品でないことは、一目でわかるはずだった。陛下の体格に合わせて長さが調節され、かつ、束にはゼルジオスの国章が入っている。

「殿下に贈る剣がなまくらであっては無礼でしょう。アルデーリアでも腕利きの鍛冶師に作らせたものです。どうかお受け取り下さい」

　しかしそう言うと、今まで期待と喜びに輝いていたクラウディオの目には迷いが宿った。

「アルデーリアの民が、僕のために剣を作ったというのか」

「ええ」

「本当に……戦は終わったのだな」

「ええ。ですが……戦の残した爪痕が消えることは容易ではございません。いつ何が争いの火種となるかわかりません。そうなることのないよう、殿下には争いのない次代を築いてほしいと思っております」

「もしそれができなければ……？」

「そのときは、わたしは祖国に剣を向けることとなりますね」

　迷うことなく答えたわたしに、クラウディオが驚いたように目を見開く。

「わたしはもうゼルジオスの人間ですから」

　それからもしばらくクラウディオはためらっていたが、やがて意を決したように剣を手に取った。鞘から解き放たれた白銀の剣身が、陽光を弾いて煌めく。

「お前がそこまで言うなら応えるより他ないだろう」

「殿下……」

「だから早く教えろ。僕はもう一秒も無駄にできない。早く強くなって、僕を支えてくれる者の期待に応えたい」

「仰せの通りに」

　跪いたまま、頭を垂れる。この方には王の器がある。

　わたしの残りの人生はこの方に剣を捧げて生きよう。クラウディオ殿下が立派な王となりアルデーリアと手を取り合ってくれることで、祖国のためにもなるだろう。

　そう心に誓うと、立ち上がって両手を打ち合わせた。

「さ、殿下も仰った通り時間を無駄にはできません。稽古が終わったら書き取りの勉強です」

　そう言うと、クラウディオがとたんに口をへの字に曲げた。

「どうされましたか？」

「い、いや……」

「それなら結構です。さ、構えて」

　クラウディオは勉学を苦手としているようだった。それをわかっていて、あえて釘をさしておく。

　剣術には実技だけでなく、構えや型の知識も必要だ。他にも戦略や指揮の仕方など書物で覚えることも多い……どちらかといえば、クラウディオには後者の方が必要だろう。しかしいざその方面に及んでみれば、読み書きがおぼつかない。彼には戦いよりも先に身に着けて頂かねばならない一般教養が山ほどあるというのに。

「殿下は兵ではありませんから。皆の期待に応えたいのであれば、戦う力以上に知識が必要です」

「お前はベルトルドよりも厳しいな……」

　剣を構えて、クラウディオが呻く。どちらかというとベルトルドは彼に甘そうなのだが。わたしにしても、部下や兄弟に比べるとクラウディオには遥かに甘いと思うが、比べても仕方ない。立場や関係が違うし、大事なのは厳しいか甘いかではなく本人にとって適切な指導であるか否かだ。

「申し訳ございません。ご負担であるようなら改めます」

「負担なものか。上等だ」

　挑発ではなく本心だったのだが、どうやらうまい感じに闘争心に火がついたらしい。とはいえ、無理をされて心身を壊してしまっては本末転倒だし、よく様子を見て注意しないと。

　素振り、型、打ち込みなど一通りいつもの稽古を終え、しばし休息を挟む。

「お見事です、殿下。短い期間でよくそこまで身につけられましたね」

　わたしの心の底からの賛辞を受けても、クラウディオの顔は浮かない。おそらくこの後の勉強時間が嫌なのだろう。

　わたしも机に向かって座っているのは苦手な性質だったのでわからなくもない。口元に手を当ててしばし思案してから顔を上げた。

「……殿下、今日は天気がいいですし、このまま外で勉強しましょうか。部屋で机に向かうより気が晴れるかもしれません」

「そうする！」

　クラウディオが顔を上げ、即答する。つまらなそうな表情が一転し、大きな瞳に光が戻るのを見て、ほっと胸を撫で下ろす。

「だが、机はどうするのだ？　運ばせるか？」

「いえ、机も書物もいりません」

　その辺りから木枝を拾うと、わたしはそれでガリガリと地面を抉り、文字を書いた。

「これを読んでみて下さい。ゼルジオス憲法第一条です」

「なぜお前がそんなものを知っているんだ」

「部屋にあったので」

　さすがにすべてを覚えているわけではないが、ゼルジオスで生きるのに重要になりそうな箇所くらいは押さえてある。

「くっ、よそ者のお前が知っていて僕が知らんなど恥だ。今日中に暗記して書き取れるようにする」

「その意気でございます、殿下」

　外で勉強しようというのはただの思いつきだったのだが、思いのほかクラウディオはいつもより集中できている様子だった。

　暗い屋内で机に向かっていると飽き飽きする。外にいれば、雲が流れ、風が吹き、鳥が木にとまって囀って飛び立ち、何かしら目の前で変化がある。それによって集中を乱される場合もあるだろうが、わたしは穏やかな気持ちになれてやるべきことに頭を切り替えられた。クラウディオにとってもいい作用だったようだ。

　しかししばらく続けていると、何やら視線を感じ出した。

「……どうかしましたか？」

　遠巻きにこちらを見ている使用人たちに気がつき、声をかけてみる。だけど返事がない。わたしがクラウディオに対してよからぬことを始めたとでも思われているのだろうか。だとしたら誤解は払拭しておきたい。

「今、読み書きの勉強をしているのです。よろしければ皆さんにもお教えしましょうか？」

　ざわ、とどよめきが広がる。疑われているのだろうかとはらはらしていたが、遠巻きに見ていた者たちの中から、一番に進み出てきたのはカーラだった。

「あ……あたし、教えてほしいです！」

「わかりました。ですが、今は殿下の授業中なのでそのあとで……」

「僕は一緒でかまわないぞ」

　クラウディオが顔を上げ、そう言う。わたしは口元に手を当ててふむ、と考え込んだ。

　王族が民と一緒に勉学をするというのはどうかとも思うが、今は一丸となって国の復興に向かうときだ。威厳を示すより、親しみを持ってもらった方がいいだろう。

「わかりました。では……そうですね。皆もう少し近づいて、円になりましょう。わたしが地面に文字を書いて教えます」

　時を追うにつれ、今まで見守っていた者、仕事を終えて通りかかった者が一人、また一人と円に加わっていく。そしてその数は日を追うごとに増え、いつしか屋敷の使用人でない者も交じるようになっていった。

　文字だけでなく、剣の稽古に加わりたいと申し出る者もおり、驚くことにはその中には女性の姿も多くあった。教えている当のわたしが女性だからかもしれないが。

　カーラは、皆自分に無力感を抱いていると言っていたが、それは正しかったのかもしれない。国が大変なことになっている中で、何をすればいいのかわからないまま焦っていたのだろうと思う。読み書きができること、自分の身が守れることは身に着けておいて決して損にはならないことだ。それを教えることによってゼルジオスの民と繋がりを持てることはわたしにとっても大きな意義があるし、なにより民に交じって稽古や勉学をすることで、クラウディオはますます成長した。

　彼はつっかかってくることこそなくなったが、痛いだの疲れただのは言いがちだ。しかし他の者の前ではそうもいかないらしく、黙々と言われたことをこなし、ときには自分が教えてもいる。もともと筋は良かったが、各段に上達が早くなった。民の前で情けない姿は見せられないと気を張っているのだろう。

　この姿を、早くベルトルドにも見せたい。不在が続く彼の安否を思いながら、そんなことを考えた。

















第四章　攫われた王子












「これは、いったい……」

　ある日の夕方、ベルトルドがふらりと帰ってきた。

　そのときわたしが何をしていたかといえば、片手で地面に文字を書きながら、もう片手で剣の指導をしていた。

「あぁ、これは……」

　経緯を説明しようとして、ふと彼の表情が険しいことに気がつく。

「すみません、勝手なことを」

「すぐにやめろ。他の者も持ち場に戻れ」

　怒鳴ってこそいないものの、有無を言わさぬその声の響きに、ぱっと蜘蛛の子を散らすように人が引いていく。場にはわたしとベルトルド、クラウディオの三人だけが残った。

「……申し訳ありませんでした。最初は、殿下の気分転換になればと。あとは成り行きだったのですが、軽率でした。お詫びします」

「ベルトルド、僕が口添えしたせいだ。レオーネに他意はないと思う。だがあったとしても、僕や生き残った者たちが教養や身を守る力を身に着けられることに損はないだろう」

　思わぬ助け船を得て、わたしは隣を見下ろした。クラウディオがベルトルドに意見したところを初めて見た。それも、わたしを庇うために。

　胸に広がった温かいものは、だが次の瞬間一気に冷えた。

「それはレオーネの役目ではない」

　取りつく島もないベルトルドの様子に、クラウディオが怯みながらも食い下がってくれる。

「そうは言っても、お前はずっと不在がちじゃないか」

「明日からはなんとか時間を作ります」

「僕たちが力を得たいのは、お前の助けになりたいからだ。それでは逆にお前の仕事を増やすことになるだろう」

「かといってレオーネにやらせるわけにはいきません」

　しばらく二人のやりとりを黙って聞いていたものの、ベルトルドの態度が変わらないのを見てクラウディオを諌めようと口を開く。しかし、声は喉の奥で固まった。

「彼女はアルデーリアの人間。ゼルジオスのことは私たちでなんとかすべきです」

　しばらく、静寂が訪れる。そのまま、ベルトルドは背を向けた。呼び止めようとするクラウディオを手で制して、どうにか表情を取り繕う。

「申し訳ありません、殿下。ベルトルドと話してきます。殿下はお部屋にお戻り下さい」

「わかった……ベルトルドがなんと言おうと、僕は感謝している、レオーネ。助けになれずすまない」

「勿体ないお言葉にございます。では失礼を」

　一礼して、わたしはベルトルドの後を追った。

　納得できなかった。

　クラウディオに剣を教え始めたとき、ベルトルドはそれを咎めはしなかった。それに、ベルトルドだけは最初からアルデーリアを敵視するようなことがなかった。

　それは、無理をしてそうしていたわけではないと思う。彼はわたしが女とわかっても、戦場で態度を変えることがなかった。カーラの話を聞いても、生まれや育ちなどに左右されない人だと思う。そんな彼が今さらわたしをアルデーリアの人間だからと差別するのにはどうしても違和感がある。

　部屋の少し前でベルトルドに追いついて、とっさにその腕を掴む。

「ベルトルド、待て。話を」

「俺に近づくなと言ったはずだ」

　今までと違う口調、明確な拒絶。だけどそれに怯むようなわたしではない。

「納得できない。何が悪かったのか教えてくれ」

「何も。最初から言っているだろう。必要だったのはアルデーリアの後ろ盾で貴女ではないと」

「それなら、なぜわたしにこれを渡した」

　服の上から、首に下げた鍵を押さえる。なんのことかわからないわけではないだろう。手を振り払おうとするのをやめ、ベルトルドがピタリと動きを止める。

「それに……なぜ、あんなことをしたんだ」

　昨日のことのように、頬に体温が残っている。

「忘れてくれ。あのときは……疲れてどうかしていた」

「今の方がよほどどうかしている」

「なぜそんなことが貴女にわかる」

「わかるさ。ここに来てからの日は浅くとも、貴殿とはそれよりずっと前から戦場で剣を合わせてきた。戦いに身を置き、剣一筋に生きてきた貴殿ならわかるだろう。言葉で語るよりよほど、剣は饒舌だと」

　彼は否定しなかった。

「それに、貴殿は嘘が下手だ。本当の理由を教えてくれ。そうすれば受け入れる」

　帰ってきてから一度も視線が合わない。

　熱の通わない言葉のすべてが、口先だけだと示していた。だから傷つくことはなかったが、なぜそんな態度を取るのか理由がわからない。だがやはり答えないまま、彼は部屋へと入っていく。振り払われないよう握った腕に力を込め、無理やり部屋に侵入すると、ベルトルドは溜め息をついて扉を閉めた。それから、いとも容易くわたしの手を振り払う。

「近づくなと言っているのに、なぜ聞かない！」

　バン、と彼が力任せに扉を叩く。扉と彼に挟まれて動きを封じられ、そのとき初めて視線が交わった。

　荒々しく怒鳴っているのに、その藍色の目はなぜか悲しそうだった。

「貴女が傍にいると……縋りたくなってしまう。このままだと、俺は……」

　そう呻く彼を、まっすぐに彼を見つめ返して、わたしは口を開いた。

「ここに来たときから覚悟はできている。好きにすればいい」

　真顔で嘘を並べ立てる。

　こういうとき、どんな顔をしてどんなことを言えばいいのか心得ていない。だけど、前のように抵抗して距離を置かれるのはもう嫌だった。

「……まるで捕虜のようだな」

「縋るのは勝手だが、色気を求められても困る。戦しか知らん女を打算で選んだ自分を恨むんだな」

「打算で選んだ？　それは逆だ」

「何が――」

　問い返した言葉が、唇を塞がれて消える。今までの荒々しさが嘘のように、触れているすべては優しく、まるで壊れものを扱うかのようだった。

　負け戦を覆すよりも遥かに勝る高揚感が、体中を駆け巡っている。

　薄々気がついていた。

　妻にはなれない、戦友などと言っておきながら、わたしは彼のことが好きなのだ。

　離れた唇が、また触れる――さっきよりも深く。

「……んっ……？」

　溶けそうになる意識を、だが、覚えのある鉄の味が引き戻す。ぐいと肩を掴んで押すと、驚くほど簡単に彼の体は離れた。その息が荒いのは、きっと甘い高揚感のためなどではない。

「ベルトルド……怪我をしているな？」

　隠し通せないと思ったのか、素直に頷き、その場に崩れ落ちる。その手が脇腹を押さえているのを見て血の気が引く。その場所といい、口から血の味がすることといい、臓器が傷ついている可能性が高い。

「すまない、気がつかなかった。すぐに手当てする。ここを動かないでくれ」

　慌てて部屋を飛び出して、カーラを捜す。もっと早くに気がつくべきだった。だけどわたしが前に指摘してしまったせいか、立ち居振る舞いに違和感はなかったのだ。

　まさか、こんなことで気がつくとは。

　唇を押さえながら、まだ冷めない熱を振り払う。

「カーラ！　カーラ、どこですか!?」

「レオーネ様！」

　カーラにも手伝ってもらおうと名を呼ぶと、向こうからも慌てたような声が返ってきた。姿を現した彼女が、手に布包みを抱えてぶつかるように駆け寄ってくる。

「何かあったのですか？」

　ただごとではない様子に問うと、彼女は切れた息も整わないうちに泣きそうな顔で叫んだ。

「殿下のお姿が見えないのです！」

　悪寒が全身を駆け巡る。

　窓の外に視線を移す。間もなく完全に陽が落ちる。

「それで、裏庭にこれが……」

　震える手でカーラが布を取り払うと、そこにはゼルジオスの紋があしらわれた小型の剣があった。

「……殿下！」

　いてもたってもいられずに、気がつけば屋敷を飛び出していた。さっきクラウディオと別れた場所に戻り、辺りを見回す。

　なぜ、なぜわたしはあのとき、部屋までお送りしなかったのか。

　わたしたちが口論を始めてしまったせいで、使用人たちもあの場を離れてしまっていた。

「――くそ!!」

　自責の念に折れそうになり、膝をついて地面を叩く。いや、だめだ、今は後悔しているときではない。

　もしクラウディオが何者かに攫われたのなら、相手から何か要求があるはずだ。はっとして彼の剣をまじまじとよく見ると、小さな紙片が鞘に挟まっているのが見えた。






　ベルトルドに告ぐ。殿下の身は禁呪の研究と引き換える。期限は明朝、メレネス国境にて待つ。






　さっと頭が冷えた。立ち上がり、わたしの後を追ってきたらしいカーラに向き直る。

「カーラ。このことはベルトルドには言わないで下さい」

「え、で、でも」

「彼は怪我をしています。無理をすれば無事にはすまないかもしれない。今、殿下を失ってもベルトルドを失ってもゼルジオスの復興は成りません。殿下は必ずわたしが。カーラはベルトルドの手当てを頼みます」

「わ……わかりました。他にあたしにできることはありますか？」

「そうですね……」

　はやる気持ちを落ち着け、冷静になるよう努める。

　明朝まででは、本国に応援を要請している時間はない。敵もそれを恐れての期限なのだろう。

　メレネス……確か、ゼルジオスの北東にある国だ。アルデーリアとはゼルジオスを挟んでおり、かつて同盟を結びゼルジオスを挟撃しようとしたことはあったのだが断られてしまい、以降交流がなかったため、どんな国か詳しくは知らない。ただ、多くの鉱山を抱えており良質な武器や防具が数多く揃っているというのは話に聞く。それをゼルジオスに流すことで、侵略を免れてきたとも。

　しかし単純に魔法の力を要求するのではなく、禁呪の研究を指定してくるあたり、主犯はゼルジオスの人間ではないかという気がする。故ゼルジオス国王が、ベルトルドに禁呪研究の詳細を渡したと知る人物。

　ベルトルドは禁呪を用いる気はなさそうだった。それを良しとしない者がいるのなら、アルデーリアに降ったベルトルドに見切りをつけ、その力を手土産にメレネスに亡命してもおかしくない。だとすれば、ベルトルドを討ち取り、その首とクラウディオ、禁呪の三つが手に入るのが敵にとって一番望ましいはずだ。その三つがあればどこの国とも有利に取り引きができる上、アルデーリアにもベルトルドが禁術を用いて謀反を起こそうとしていたと言い訳ができる。

　……いずれにしろ、クラウディオを助け出さないことには始まらないが、こんなことをしでかすような輩が無事に返すつもりがあるとは思えない。おそらくクラウディオは取り引きの場にはいないだろう。

「カーラ、メレネスについて何か知っていることはありませんか？」

「メレネス……ですか？　国境付近に小さな街があって、ゼルジオスとの通商の窓口になっていたと思いますが。待って下さい、すぐに地図をお持ちします」

「ありがとう、助かります」

　だとしたら、クラウディオはその街のどこかに監禁されている可能性が高い。カーラはすぐに地図と水、それにランプを持って戻ってきてくれた。手短に礼を述べるとわたしは愛馬に跨り、空に瞬き始めた星の位置で方角に見当をつけ、メレネスに向けて馬を走らせた。

　一刻ほど走っただろうか。森に入り、地図を開いてランプで照らす。国境まではあと少しだが、正面から行っても捕まるだけだろう。

　陽が落ちているのはありがたい。このまま人目を忍んで森から国境を越え、街に入れそうだ。地図を畳んで再び進む。夜明けまでにはまだ時間があるが、カーラとていつまでもベルトルドに隠し通せはしないだろう。もしベルトルドに知られれば、怪我をおして単騎で平原を突っ込んでいきかねない。

　急がなければ。しかし、急いて事を仕損じてもいけない。

　森の終わりまで来て、馬を降り、注意深く辺りを窺う。すぐ傍に街の灯り、そして少し離れた川の向こうにも灯りがちらちらと揺れている。おそらくあそこに陣を張っているのだろう。戦力を失っているゼルジオスに対し、ベルトルド一人を討つのにはやや過剰といえる規模だ。

「……お前はここで待っていてくれ。必ず戻る」

　木に馬を繋ぎ、剣を置く。村にクラウディオがいるとすれば、そこにも見張りはいるだろう。武装して近づけば怪しまれる。剣がないのはなんとも心もとないが、捕まっては元も子もない。

　それから、軽装を解いてカーラに借りた給仕服に袖を通す。カーラにはぶかぶかだったが、わたしには少し小さい。

「さて、これで町娘に見えるだろうか？」

　問いかけても答えてくれる者はいないが、愛馬が鼻を寄せてくれた。それをひと撫でして、ランプを持って街へと歩き出す。……さほど大きい街ではないとはいえ、クラウディオを捜し出さねばならない。しかも、ここに彼がいるというのはまだ推測でしかない。

　だが、おそらく間違ってはいなかったようだ。街のあちこちにメレネス兵らしき者がうろうろしている。しかも全員が武装している。夜とはいえ、まだ誰もが寝静まるような時間ではないのに、街は静かでものものしい雰囲気だ。

「ちょっと、ちょっとアンタ」

　兵士たちの目を避けて、路地裏に潜り込んだときだった。突然肩越しに声をかけられて振り返る。わたしが背にしていた家の窓から、中年くらいの女性が口元に手を当てて声を上げていた。

「アンタみたいな若い女が夜にうろちょろしていたら危ないよ。早く家にお帰り」

「ありがとう。父の行商について今日ここに着いたのですが、この街はそんなに治安が悪いんですか？」

「そりゃ時期が悪かったね。昨日突然兵隊が押しかけてきて、街を占拠しちまったのさ。町長なんて屋敷を追い出されちまってね。商売も制限されるし、アタシたちもいい迷惑だよ」

「まあ、それはお気の毒です。町長さんのお屋敷はどちらに？」

「大通りから見える、丘の上のお屋敷だけど。そんなこと聞いてどうするんだい」

「いえ、兵隊相手に商売ができないかと思って」

「逞しいねえ。でもよしておきな。ゼルジオスの睨みがなくなってから奴ら増長しちまって、町民や商人を見下すようになったからね。関わらない方がいいよ」

「ご忠告ありがとう。あなたも気を付けて」

　膝を曲げて町娘風に挨拶したあと、すぐに踵を返して駆け出した。

　十中八九、クラウディオはその町長の屋敷に囚われている。ランプを消し、闇に目を慣れさせて、メレネス兵を避けながら丘の上を目指す。

　幸い屋敷はすぐに見つけられたが、警備が厚い。門の前に四人、入り口付近に二人、巡回の兵も数人いる。正面から突破するのは難しい。表にいる兵を全員倒せても、中に何人いるかわからない。今見つかってはクラウディオを助け出すのは難しくなる。

　闇に紛れて裏手に回ると、そちらにも兵士がいた。表よりは少ないとはいえ、巡回の兵もいる。しばらく様子を窺っていると、中から誰か出てきた。若い女性だ。彼女は裏口の兵としばらく何か言い争っていたが、やがて背中を突き飛ばされて歩き出す。街の方へ歩き出す彼女のあとをしばらくつけて、屋敷からある程度離れたところで腕を引く。

「きゃ……」

　悲鳴を上げかけた彼女の唇を人差し指で「しっ」とふさぎ、短く警告する。だが、彼女が涙を流しているのを見て、すぐに手を離した。

「どうしました？　何かあったのですか？」

　わたしが女性であることで、いくぶん彼女は警戒を解いてくれたようだった。歳は二十歳くらいだろうか。近くに人の気配を感じて、わたしは彼女の手を引いた。

「こちらへ。兵士に見つかりたくありません」

　路地裏へ誘い込み、彼女が涙を拭いて落ち着くのを待って声をかける。

「あなたはあの屋敷で何をしているのですか？」

「兵士たちに言われて、食事を届けているの。でも、あいつらすごく乱暴で。酒を持ってこいって言われたんだけど、酔ったあいつらに何をされるかと思うと、怖くて。だけど戻らなかったら、あとでどんな目に遭わされるかわからないし……」

　言いながら、再び彼女の目に涙が滲む。よく見れば、頬に殴られたような跡があり、わたしは眉をひそめてその頬に手を当てた。

「ひどいことを。民を守るべき兵が民に手を上げるなど、許されることではありません」

「……あなたは？」

　憤慨して思わずそうこぼしてしまったが、町娘の口にする台詞ではなかった。怪訝そうに問われ、コホンと咳払いをして話を変える。

「……わたしに、代わりに酒を届けさせてくれませんか？」

「それは……とてもありがたいけれど。それじゃあなたが危ないわ」

「わたしはあのお屋敷に囚われている方を助けに来たのです。ですから、その方がわたしにとってもありがたい」

「あの、男の子を？」

　正直に話したことが、どうやら吉と出たようだ。これで、あそこにクラウディオが囚われていることがほぼ確実になった。わたしの目の色が変わったことに気がついたのか、聞く前に彼女は詳しく教えてくれた。

「地下室に連れ込まれるのを見たわ」

「感謝します。間取りを教えて頂けますか？　あとは、酒を用意しないといけませんね」

「こっちよ。このまま裏路地を抜けて酒屋に行ける。そこで間取り図を書くわ」

　今度は、逆に彼女に手を引かれて歩く。いくらも歩かないうちに、酒の香りが鼻をついた。

「もう酒はねえぞ」

　薄暗い店内に足を踏み入れた瞬間、投げやりな声が返ってくる。確かに店の中はからっぽだったが、わたしをここに連れてきた女性は怯むことなくカウンターにいる男に向かって歩いていった。

「どうせ奴らには安酒しか渡してないんでしょ。隠してる分を出してよ」

「お前か。奴らに振る舞うならお断りだ」

　どうやら二人は顔見知りのようだったが、店主は頑として譲らない。

「わたしからも頼みます。彼らを潰せるくらいの強い酒を樽ごと頂きたい」

「無茶を言うな、姉ちゃん。だいたい奴らを潰してどうする気だい」

「詳しいことは話せません。ですが、あなたたちにとって悪いようにはしません」

「……ふうん」

　店主が身を乗り出し、わたしの頭からつま先までをじろじろと見る。それからにやりと笑った。

「いくら払える？」

「今は持ち合わせがありません。ですが事がうまく運べば、あなたの望む分だけ」

「それじゃ話にならねえな。だが一つ、道がなくもねえ」

　我ながら取り引きになっていない自覚はあった。だが意外にも店主はそう言うと、スッとわたしの顔を指さした。

「あんたの髪なら、相場で酒樽一杯分だ」

「髪？　髪などでいいんですか？」

「金色は特に希少価値が高い」

　言われてみれば、この娘も店主も髪は暗い茶をしている。足元にナイフが投げられて、わたしはそれを拾い上げた。母上や妹たちに遥かに劣る、こんなすすけた金髪が役に立つとは思わなかった。

「取り引き成立だ」

　ためらいなく、ざっくりと髪を切り落としたわたしを見て、店主が指を鳴らす。

　こうしてわたしは酒を手に入れ、間取り図を懐に忍ばせて屋敷に戻ったのだった。






　首筋が涼しい。

　こんな頭を見られたら、ベアトリーチェにたっぷり文句を言われるだろう。次に会うときまでに伸びていればいいのだが。

　ベルトルドはなんと言うだろう。ただでさえ女性らしさに欠けるのに、髪まで短くなってしまって、女として見てもらえるだろうか。……ずっと、自分が女性であることには煩わしさしかなかった。ベルトルドはわたしを男女の区別なく接してくれた。それが嬉しかったというのに、女性として見てほしいと思うようになるなど皮肉な話だ。

　だけど今はそれよりも――再び会いたい人に会えるかどうかの方が問題だ。もしかしたら無事には帰れないかもしれない。

　それでも、たとえわたしの命に代えても、殿下はお助けしなければ。

「おい、止まれ」

　酒を乗せた荷台を引いて屋敷の裏口まで戻ると、兵士数人に取り囲まれた。

「命じられていたお酒を届けに参りました」

「さっきの女はどうした」

「気分を悪くして倒れてしまいました。彼女の代わりはわたしが努めますので、どうぞご容赦を」

　色仕掛けでもできればいいのだが、生憎心得がないために精一杯笑みを浮かべてみせる。

「いいお酒がたくさん手に入ったのです。ひとまず一杯どうですか？」

　樽の栓を捻り、酒をついで兵士に差し出す。その匂いにつられたのか、巡回の兵たちも集まってきたので彼らにも酒を振る舞う。

「まあ、いいだろう。中に運べ」

　酒をあおって陽気になった兵士が、他の兵士にも声をかけて樽を運ぶ。

「おいお前、中に入って酒の相手をしろ」

「はい、もちろん」

　願ってもない言葉に中に入ると、わたしは次から次へと兵士に酒を振る舞い、酒宴が始まるのはすぐだった。はやる気持ちを抑えてそれを盛り上げ、兵士たちが肩を組んで歌い騒ぎ始めた頃を見計らって、そっと抜け出す。

　もらった見取り図を頭に広げて、地下室の方へと走る。だが、急に腕を掴まれた。

「誰だお前は。どこへ行く」

　――まだ、しらふの見張りがいたのか。そう思ったときには、腕が首に回っていた。強烈な酒の匂いが鼻につく。……どうやらしらふではなかったようだが、酒癖の悪い奴に捕まってしまったようだ。

「ちょうどいい。ここで俺の相手をしろ」

　耳元を下卑た笑い声を含んだ声が撫でる。その瞬間には、首に回った手の中指を捻り上げて腕を首から外していた。どれだけ腕力を鍛えていたとしても、指の力は鍛えられないものだ。下に屈んで拘束を抜け、起き上がりざまに相手の顎を掌底で突き上げる。声もなく相手がその場に倒れ、わたしは鳥肌の立った自らの腕を撫でつけた。

「悪いが人妻なのでな」

　吐き捨てて、地下への階段を見つけ、駆け下りる。

「殿下!!　殿下、おられますか!?」

　小声で呼ぶと、呻き声が返ってきた。地下は倉庫として使われているようで、ものが雑然と転がっている。それをかき分け、呻き声のする方へと近づくと、手足を縛られ、猿轡を噛まされたクラウディオの姿が見えた。急いでそれらをほどくと、彼はぷはっと大きく息を吐きだした。

「レオーネ！」

「遅くなってすみません、殿下」

「すまない。僕が部屋に戻らなかったから……！」

「詫びるのはわたしの方です。お守りすると約束したのに……。でも、ご無事でよかった。さあ帰りましょう」

　クラウディオの手を引き、走り出す。まだ広間の方からは兵士たちの騒ぐ声が聞こえてくる。今のうちとばかりに裏口へと走る。

「森に馬を繋いでいますから、そこまで切り抜けられれば……！」

　屋敷から外に飛び出し――そしてわたしは絶句した。

　気がつけば屋敷はすっかり包囲されており、その中から指揮官らしき者が進み出てわたしを見下ろしていた。

「これは、誰かと思えばアルデーリアの女狐ではありませんか。ご機嫌麗しゅう」

　クラウディオを後ろ手に庇い、油断なく睨めつねる。四十半ばくらいだろうか。茶髪を油で撫でつけ、同じ色の相貌をギラギラと光らせている。

「ゲラルディ……」

「ご存じですか」

　クラウディオが呻くのを聞きつけて、短く問う。

「叔父だ」

　つまり亡きゼルジオス王の弟か。王弟が生き残っているならば、ベルトルドが元帥の座にいることはさぞ面白くないことだろう。彼がクラウディオ誘拐の首謀者だ。しかし……国境から軍を呼び戻すには早すぎる。

「表の陣は金で寄せ集めただけの偽物、最初から本陣はこちらに敷いておりました。しかし、てっきりベルトルドが来ると思っていましたがね」

「聞いてもないことをご丁寧にどうも。ベルトルドなら、じきアルデーリアからの援軍を引き連れてくるはずだ」

「はったりを。アルデーリアから軍が到着するのに一両日はかかる。そしてゼルジオスにはろくな戦力が残っていない。予定は多少違うが、殿下とお前が我が手中にあれば、ゼルジオスもアルデーリアも掌握できたも同然だ」

「愚かな。わたしの首程度でアルデーリアがお前に降くだりはしない。だがわたしたちに傷一つでもつければ、アルデーリアが全力を以て貴様らを潰すぞ。今退くのなら命だけは助けるよう口添えしてやってもいい。考え直すのだな」

「どちらが優位か考えてから口をきいてはいかがですかな」

　確かに状況は圧倒的不利だ。それでも、どうにかクラウディオだけは逃がさなければ。策を考えるのにも隙をつくにも時間が欲しい。それを稼ぐために唇を湿らせると、クラウディオが先に声を上げていた。

「待て、叔父上。取り引きをしよう。メレネスと手を切るのならゼルジオスでの王位はお前にやる」

「お戯れを、殿下。滅びかけて敵国に縋るような国の王位になど興味はないのですよ」

「ならば、禁呪はいらないのだな？　メレネスとどんな取り引きをしたか知らないが、あの力があれば世界すら我が物にできる。僕を殺せば手に入らなくなるぞ」

　傍にいるからわかる。クラウディオの手は震えている。それを隠すように、わたしは彼に寄り添った。

　彼もまだ諦めていない。きっと、待っている。

　だったらわたしも諦めない。最期のその瞬間までクラウディオを守り切ると覚悟を決める。

「ならば今それをお渡し下さい」

「ベルトルドが持っている。ここに呼べば渡すように僕から言う」

「見え透いた時間稼ぎですな」

　ゲラルディが片手を挙げる。それを合図にして、数人がわたしたちに斬りかかってくる。ひっと悲鳴を漏らすクラウディオの前に立ちふさがり、わたしは腰を落とすと、剣を振りかぶるその脇へと手を差し入れ、次々に兵士を投げ飛ばした。そしてなお振り下ろされる剣を避け、その首に腕を回して締め上げる。その兵士を盾にして周囲を牽制しながら、わたしは息を吸い込んだ。

「わたしはアルデーリアのレオーネ。死を恐れぬならかかって来い！」

　戦場でもよく通るわたしの声が、軍勢の間を駆け巡る。それに圧倒される中、血気盛んな兵からわたしに向かって斬りかかってくる。今抱えている兵士の首を絞め落として気絶させ、取り落とした剣を拾って彼らと切り結ぶ。

「殿下、今のうちにお逃げ下さい！」

　クラウディオは一瞬ためらったが、足手まといになることはわかっているのだろう。わたしが今崩した包囲網の一部を走り抜けていく。クラウディオに近づこうとする兵をかたっぱしから薙ぎ払い、彼が街の中に逃げ込んでいくのを確認すると、追おうとする兵の襟首を掴んで振り向きざまに投げ飛ばす。しかしそれを避けて突っ込んでくる槍兵たちを見て、とっさに剣を手放した。槍兵に囲まれては剣一本では分が悪い。繰り出される槍の突きをかわし、その先端を掴み、腰を落としてそれを思い切り引く。押し返そうとすれば力技だが、引けば呆気なく相手は体勢を崩す。相手がつんのめったところで逆に押し返して転倒させ、槍を奪うと、それを大きく振り回して間合いを作った。

「どうした、怖じ気づいたか！」

　じりじりと牽制してくる兵たちに吼えてみせる。

　体中あちこちが痛いし、体力もそろそろ限界だ。水の中にいるように息苦しい。視界はかすむし、致命傷ではないにせよ、あちこち痛んで集中力をそぐ。多勢に無勢だし、槍での戦いなど慣れてない。もう時間の問題だ。だけどせめて気力くらいは保たなくては。

　そう思っていたわたしの心をへし折るように、足元に矢が突き立った。剣、槍の兵士たちが一斉に後退する。

　射られる。そう覚悟したときだった。

　足元の矢が、青白い炎に包まれ、灰も残さず燃え落ちる。ざわりとどよめきが広がった。

　まさかと思い振り向くと、クラウディオが手を掲げてゆっくりとわたしに向かい歩いてくる。その手に、幾筋もの魔法の光をまとわせて。

「殿下……なぜ、戻られた……！」

「叔父上、兵を退かせよ。今この場で禁呪を使われたくなければな」

　手を掲げたままで、クラウディオがうそぶいてみせる。

「聞け、メレネス兵よ。余はゼルジオス国王クラウディオ・ゼルジオス。一夜にして王都を消し飛ばした禁断の魔法、その身に受けたくなければ退け」

「は……はったりだ！　誰一人として制御できなかった禁呪を、子どもに使いこなせるわけがない」

「それなら、試してみるか……？」

　クラウディオのこめかみには汗が滲んでいる。たぶん、嘘だ。そんな嘘を引っ提げて戻ってきたのは、わたしを助けるためだ。

　しばし、場が膠着する。みるみるうちにクラウディオの息が上がり、彼がまとう魔法の光は弱まっていく。場に、ゲラルディの嘲笑が響き渡った。

「はははは、やはりはったりだったようですな。かまわん、どのみちゼルジオスはもう終わりだ。殿下と女狐の首を土産にしよう。撃て!!」

　ゲラルディが叫び、わたしはクラウディオに覆いかぶさった。レオーネ、と彼が叫ぶ。

「嫌だ！　僕はもう家族を失いたくない……！」

　体の下で、クラウディオが悲痛な声を上げる。短い間にあまりにも多くの死を見た、その心を守ることはできずとも。家族と言ってくれたことに応えられなくとも。せめてその身を守るため、暴れる彼を無理やりに押さえつける。

　しかし、わたしの命がそこで潰えるようなことはなかった。もちろん、クラウディオも。

　一向に訪れることのない痛みに体を起こすと、包囲網は滅茶苦茶に瓦解しており、敵はもう誰もわたしたちを見ていなかった。その中で剣を振るっているのは、たった一人。

「ベルトルド!!」

　ほっとした声でクラウディオが叫ぶ。

　茫然自失でなすすべもなく立ち尽くすゲラルディの前に、ベルトルドが馬から降りて立ちはだかる。

「クラウディオ殿下を返していただこう」

　静かに告げるその声には、その静かさとは裏腹に怒りが満ちていた。ゲラルディが何も答えられないのを見るや、彼は嘆息すると、なお斬りかかってこようとするメレネス兵を視線だけで牽制する。

「メレネス軍に告ぐ！　すでに街はゼルジオス・アルデーリア連合軍が包囲した。引き上げるならよし、戦うのならば我らはこのままメレネス王都まで進軍する！」

　言われて外に視線を向けると、闇に沈む丘の下には多数の松明が揺れていた。こんな短時間で兵を集められるわけがない。なのに騎馬の影がいくつも見えて、メレネス軍は一斉に浮き足立った。

「ば、馬鹿な。早すぎる！　ま、待ってくれ、これもはったりだ！　どうせ戦う力もろくにないような寄せ集めだ、待たんか！」

　ばらばらと引き上げていくメレネス兵の背に、必死にゲラルディが叫ぶ。だが、誰も聞く耳を持たないのを悟ると、腰の剣を引き抜いて滅茶苦茶にわたしに斬りかかってきた。しかし、剣を持ったことなど一度もなさそうなへっぴり腰だ。恐怖どころか滑稽だった。クラウディオを後ろに下げ、迎え撃つべく手に持ったままの槍を構えたが。

「――妻に触れるな！」

　今までのどんな窮地よりも心臓が引きつった。手から槍が滑り落ちてガシャンと音を立てる。そのわたしの目の前を、ベルトルドの正拳を受けたゲラルディの体が空を切って飛んでいった。

　ぽかんと、それを眺めてしまった。

「殿下、ご無事ですか」

　そんなわたしをよそに、ベルトルドがクラウディオの足元に跪く。それを見て、彼はぺたりと地面にしりもちをついた。

「殿下、どこかお怪我を!?」

「よ、よかった……禁呪どころか、僕は魔法を使ったことすらないんだ」

　そのまま、ベルトルドの膝の上に倒れこむ。どこか怪我をしたのかと屈んで顔を覗き込むが、よく見れば彼はスースーと安らかな寝息を立てていた。緊張の糸が切れたのだろう。

「ふっ……それなのにあんな啖呵を切ったのか。殿下はさぞ立派な王になるだろうな」

「笑いごとではない！」

　成長した姿を思い描いて思わず笑みをこぼしていると、一喝されて思わず首を竦めてしまった。

「事あるごとに人に小言を言っておきながら、よくこんな真似ができたものだな」

　――怒っている。それはそうだろう。

　妻としての責務は果たさず、いつも勝手ばかりして、偉そうなことを言って。たとえ憎まれていなくても、これでは嫌われても仕方ない。

「……勝手な真似をしたことは詫びる。この命に代えても殿下は守るつもりだったが、考えてみればそれではアルデーリアに対して貴殿の立場を悪くするところだった」

「俺はそんな話をしているのではない！」

　前と同じ。口調がいつもと違う。

　ゲラルディに対してすら静かな怒りを示していたのに、今は感情のまま叫んでいる。そんな様子で怒号と共に手を上げるので、殴られると覚悟した。しかし、その手は優しく、髪に触れただけだった。

「俺は……貴女にいくつ償えばいいのだ……」

「か、髪？　髪などまた伸びる。だいたい惜しむほどのものでもない」

「初めて会ったとき、目を奪われた」

　彼の仕草に、言葉に、わたしはただただ戸惑っていた。だがその一言で、耳の奥にわっと喧噪がよみがえる。

　土埃、叫び声、血の匂い。その間を縫ってわたしは戦場を駆けていた。待ち構えるのは、黒い馬に跨り、黒い鎧をまとった一騎の将。裂帛れっぱくの気合いと共に振り下ろしたわたしの剣を、真っ向から受け止める。手に重い衝撃。押し切られる。瞬時に悟って相手の剣をさばく。鋼のすり合う音、目の前で小さな火花が弾ける。激しい打ち合いの末に、相手の剣先がわたしの兜に掠る。首が持っていかれるかのような衝撃と共に、兜が飛んでいく。

「……黄金があふれ出たと思った」

　静かな声と共に、夜の帳が降りた街の静寂が帰ってくる。

　クラウディオの穏やかな寝息と、キンと冷えた夜の風。

　確かにあのとき、一瞬の空白があった。一秒がその何十倍も長く感じるほどの激しい応酬に似つかわしくない、確かな間が。

「あのときからずっと、貴女のことが頭から離れなかった」

　魔法王国にありながら、その剣一本で数多くの戦を制してきた猛将には似つかわしくない悲痛な顔で、ベルトルドの藍の瞳がわたしを射る。

「打算で貴女を選んだのではない。貴女を選ぶための打算だった。私はその罪から逃げるため、貴女を避けて、国のために尽くそうとしただけだ」

　どう答えればいいのかわからなかった。手繰り寄せた言葉は、どれも声にならずに消える。再び訪れた静寂を割いたのは、ベルトルドの膝で眠っていたはずのクラウディオが、その肩を震わせて呻く声だった。

「殿下……申し訳ありません。いかなる罰でもお受けします」

「馬鹿なことを。お前を苦しめていると思えばこそ、僕はずっとアルデーリアを憎んできたというのに……」

　てっきり、憤って怒っているか、泣いていると思った。しかし、起き上がったクラウディオは……腹を押さえて可笑しそうに笑っていた。

「お前がそんなことを言うとはな。ならばもう僕がアルデーリアを憎む意味もない。ベルトルド、レオーネ。どうかこれからも僕を助けてくれ。僕はきっと良き王となり、平和な世の礎となろう」

「殿下……」

　呆けたように、跪いたままベルトルドがクラウディオを見上げる。

「物心つく前からお前はずっと僕を助けてくれた。憎んでもいいはずの僕を。どんな理由であれその事実は変わらない。これからも共にゼルジオスを支えてくれ……兄上」

　なんでもないようにそう口にしたクラウディオに、今度こそベルトルドが言葉を失くす。今までに見たこともないほど大人びた顔をして、彼はわたしたちに手を差し伸べた。

「さあ、帰ろう。もう夜が明ける」

　そう言って笑うクラウディオの背で朝日が昇り、ゆっくりと闇を取り払っていった。

















第五章　獅子たちが担う未来へ












「お姉様！」

「ベアトリーチェ！」

　彼女がいると、一斉に大輪の花が開いたような感覚を覚える。半年ぶりに見る妹はますます美しくなっていて、その体をぎゅっと抱きしめる。

「レティツィアも。元気にしていましたか？」

「もちろんよ。それよりお姉様はどうですか？　お変わりありませんか？」

　レティツィアはこくりと頷いただけで、ベアトリーチェが間に入ってくる。このやりとりも久しぶりだ。

　あの事件から、一か月が過ぎようとしていた。

　ベルトルドに怪我を負わせたのも、王弟ゲラルディの追っ手によるものだった。国内での暴動が続発していたのも彼の暗躍によるもので、あれ以来ベルトルドの不在はだいぶ減り、少しだが余裕ができた。そこで、クラウディオやカーラを始めとした周囲の強い勧めで、わたしたちは式を挙げることになった……ごく簡単なものではあるが。それをベアトリーチェに手紙で報告したら、なんとレティツィアと二人ゼルジオスまで乗り込んできたのである。

「ええ、皆さん、とてもよくしてくれるので」

　ゲラルディに追い詰められたあのとき、ベルトルドが短時間で街を包囲できるほどの軍勢を引き連れて来られたことがずっと不思議だったのだが、後で聞けばあれは軍隊などではなく、屋敷の使用人を始めとしたセヴァル領の民をかき集めたものだったらしい。騎馬だと思っていたものが牛や山羊だったと聞いたときは、ひっくり返りそうになった。そのときのことを思い出しながら、ベアトリーチェの挨拶に微笑みながら頷いてみせる。

「よかった。いじめられていないか心配でした」

　レティツィアが、安心したようにぼそりと呟く。するとベアトリーチェは腰に手を当ててふんぞり返った。

「お姉様をいじめられる人なんかこの世にいなくてよ」

「そんなことはないですよ。このところベルトルドに稽古をつけてもらっているのですが、ついていくのに精一杯です。わたしの訓練などまだ甘い方でした」

「あはは、姉上は相変わらずですね。淑やかな装いをされているので、お変わりになったのかと少し寂しくも思ったのですが」

　呆れて声も出ない、という様相のベアトリーチェの後ろ、扉の陰からひょこりと顔を出したのは、弟メルクリオであった。

「メルクリオ！　あなたも来ていたの」

　その言葉が終わらないうちに、にわかに部屋の外が騒がしくなる。

「メルクリオ殿下。ご挨拶が遅れて申し訳ございません」

　駆けつけてきたベルトルドが、やや緊張した面持ちでその場に膝をつく。

「いえ、急に押しかけてこちらの方こそ申し訳ない。姉上の晴れ姿を一目見たくて、父上に我が儘を言いました。クラウディオ殿下にご挨拶もしたかったですし」

　名を呼ばれて、ベルトルドの後ろにいたクラウディオがピンと背筋を正す。

「お目にかかれて光栄です、メルクリオ殿下」

「こちらこそ。共に両国の次代を担っていきましょう」

　差し出された手を見て、クラウディオが少しためらいを見せる。

「……メルクリオ殿下。我が国が持つ禁呪の力のことですが……」

「姉上から話は聞いています。父上とも少し話はしました。すぐに結論の出せることではありませんが、少なくとも私は、いつ我らに牙を剥くやもしれない不確かな力に頼るべきではないと考えています」

　メルクリオがわたしを見て軽く頷きながら、項垂れるクラウディオにそう声をかける。

「それより私は、金獅子と黒獅子が双璧を成して両国を守ってくれる方が、よほど安心できますね」

「その期待にぜひともお応えしてみせましょう」

　メルクリオの声は冗談めいていたものの、ベルトルドが生真面目な返答をする。それを満足げに見て、メルクリオは再びクラウディオに手を差し伸べた。その手が固く結ばれるのを見て、がらにもなく涙がこみ上げそうになった。

「では、邪魔者は退散しておきましょうか。先に外でお待ちしております、姉上」

　そう言って、メルクリオが妹たちとクラウディオの手を引いて部屋の外に連れていく。

「すみません、ベルトルド。弟が失礼を……」

「今は二人だけだ。言葉に気を回す必要はない」

「そ、そうですが……」

「落ち着かないのなら、私は鎧でもかまわなかったぞ」

「さすがにそういうわけには……」

　着慣れない白い婚礼衣装を、もてあましているのは確かだ。ドレスより鎧を着て過ごした時間の方が長いので、彼の言う通り落ち着かない。だけど、それでも。
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「……着てみたいと思ったのです。似合いませんか？」

「とんでもない。恐ろしいほど美しいよ」

「髪が短くなっても？」

「はじめはその髪に、貴女の振るう気高き剣に惹きつけられた。だが貴女がゼルジオスに来てからは、貴女という人自身に強く惹きつけられた。いでたちなどではない。貴女がレオーネその人だから、私は共に生きたい」

　そう言って彼が手を伸ばし、わたしは頬を染めて、その腕の中に身を委ねる。

　――まだ、わたしたちを祝福してくれる人の数は多くはない。それでも、わたしはこの国で、クラウディオ殿下をお支えし、両国の架け橋となることに生涯を捧げようと思う。

　愛する人と共に。
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